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道の駅では定期的に生産者などによるマルシェを開催

施政方針・予算・主要事業

　
台
風
15
号
に
伴
う
竜
巻
等
災
害

の
被
災
者
の
皆
さ
ま
が
一
日
も
早

く
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

全
力
で
支
援
す
る
た
め
に
、「
復

興
支
援
室
」
を
設
置
す
る
な
ど
、

災
害
や
事
故
か
ら
市
民
の
命
と
生

活
を
守
る
と
と
も
に
、
災
害
の
な

い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
第
３
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
の
最
終
年
度
と
し
て
、
推
進
し

て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
実
現
に
向
け
て
大
き
く
前
進

す
る
「
未
来
へ
の
投
資
予
算
」
を

組
み
、
重
点
戦
略
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
中
心
と
し
た
各
施
策
の
推
進

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

   ［
戦
略
１
］
富
士
山
型

    

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

　
東
名
高
速
道
路
相
良
牧
之
原
Ｉ

Ｃ
北
側
地
区
に
お
け
る
高
台
開
発

は
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

が
商
業
・
産
業
街
区
内
の
保
留
地

を
取
得
し
、
現
在
、
大
型
商
業
施

設
や
宿
泊
施
設
、
産
業
施
設
な
ど

の
整
備
に
向
け
、
設
計
準
備
や
企

業
と
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
令
和
10
年
度
の
ま
ち
び
ら
き

を
目
指
し
て
、
計
画
の
具
体
化
や

企
業
誘
致
の
推
進
な
ど
、
関
係
者

と
連
携
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
沿
岸
部
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

静
波
サ
ー
フ
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
の

本年度のまちづくりの方針や予算、主要事業についてお知らせします。
問い合わせ　施政方針＝企画政策課　中村　㉓0045 

予算・主要事業＝財政課　伊藤　㉓0054

施政方針・予算・主要事業
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
返
礼
品
の
開
発
を
行
う
事

業
者
の
設
備
投
資
な
ど
を
支
援
す

る
た
め
、
制
度
を
活
用
し
た
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
新
た
に

行
う
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
的
で
選

ば
れ
る
返
礼
品
の
創
出
な
ど
を
進

め
、
自
主
財
源
の
確
保
に
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。

　
企
業
立
地
に
つ
い
て
は
、
県
企

業
局
に
よ
る
ス
ズ
キ
株
式
会
社
相

良
工
場
の
拡
張
整
備
に
係
る
造
成

工
事
が
昨
年
７
月
に
着
工
さ
れ
、

本
年
度
に
お
い
て
は
新
た
に
３
社

が
工
場
の
新
設
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
積
極
的
な
誘
致

活
動
に
努
め
、
交
通
の
利
便
性
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
市
の
地
理
的

優
位
性
を
生
か
し
た
企
業
立
地
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
を

基
に
個
別
計
画
を
策
定
し
、
効
果

的
な
活
用
お
よ
び
効
率
的
な
維
持

管
理
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、
榛
原
庁
舎
に

お
い
て「
Ｚ
Ｅ
Ｂ　
Ｒ
ｅ
ａ
ｄｙ
」

の
認
証
取
得
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
基
準

値
か
ら
50
％
以
上
削
減
し
て
い
き

ま
す
。

   ［
戦
略
３
］
日
本
一
女
性

    

に
や
さ
し
い
ま
ち
の
推
進

　
不
妊
治
療
費
の
全
額
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
望
む
夫
婦

が
経
済
的
な
不
安
を
抱
え
る
こ
と

な
く
、
安
心
し
て
治
療
に
取
り
組

め
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
公
立
小
学
校
の
給
食
費
に
つ
い

て
は
、
国
が
設
定
し
た
基
準
額
を

超
え
る
分
を
市
が
負
担
す
る
こ
と

で
、
完
全
無
償
化
と
し
ま
す
。
中

学
校
に
お
け
る
給
食
費
に
つ
い
て

も
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
現
在

の
負
担
額
を
据
え
置
く
こ
と
で
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
の
憩
い
の
場
と
な

る
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
油

田
の
里
公
園
内
に
あ
る
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
広
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

や
、
Ｉ
Ｃ
北
側
土
地
区
画
整
理
事

業
の
施
行
地
区
内
に
配
置
さ
れ
た

公
園
の
設
計
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
商
業
施
設
内
な
ど
に
お
い
て
、

子
ど
も
と
安
全
に
過
ご
せ
る
憩
い

の
場
の
創
出
な
ど
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
女
性
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、「
月

３
万
円
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
引
き
続
き

取
り
組
み
、
受
講
生
の
増
加
を
進

め
る
と
と
も
に
、
受
講
生
間
や
市

内
事
業
者
と
の
連
携
促
進
に
つ
な

が
る
拠
点
づ
く
り
な
ど
を
通
じ
、

女
性
の
挑
戦
を
応
援
し
ま
す
。

　
市
内
10
社
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
「
女
性
の
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
」
は
、
妊
娠
や
出
産

を
見
込
ん
だ
女
性
の
健
康
づ
く
り

や
男
性
の
育
児
参
加
、
子
育
て
な

ど
で
休
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
な

ど
の
推
進
に
向
け
て
、
出
前
講
座

や
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
周
知
啓
発
を

進
め
る
と
と
も
に
、
取
組
の
具
体

化
や
充
実
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

   ［
戦
略
４
］
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
施
設
の
空
き
状
況
の
確
認
か
ら

予
約
ま
で
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
時
間
や
場
所
を
問
わ
ず
行
う

こ
と
が
で
き
る
「
公
共
施
設
予
約

シ
ス
テ
ム
」
と
と
も
に
、「
ス
マ
ー

ト
ロ
ッ
ク
」
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

窓
口
へ
足
を
運
ぶ
必
要
が
少
な
く

な
る
な
ど
、
利
用
者
の
大
幅
な
負

担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
業
務
効
率
化
に
よ
り
創
出

さ
れ
た
時
間
と
人
員
を
有
効
活
用

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
循
環
を
図
る
た
め

導
入
し
た
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト

「
ま
き
ペ
イ
」
を
活
用
し
、
本
年

刀
お
国
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
協

力
に
よ
り
、
目
標
の
支
援
金
額
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
通
し
て
培
っ

た
知
見
や
新
た
な
交
流
の
輪
を
、

地
域
の
魅
力
創
出
や
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
に
つ
な
げ
、
歴
史
文
化
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
相
良
地
域
の
活

性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

   ［
戦
略
２
］ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

    

と
経
済
成
長
の
好
循
環
の

    

実
現

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ま
き
の
は
ら
推

進
事
業
は
、
創
出
し
た
カ
ー
ボ
ン

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
に
係
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
収
益
モ

デ
ル
を
確
立
化
し
、
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
の
モ
デ
ル
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
生
産
者
と
市
民
、
関
係

事
業
者
が
連
携
し
た
取
組
を
展
開

し
、「
波
乗
り
レ
モ
ン
」
ブ
ラ
ン

ド
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
来
場
者
１
０
０
万
人
を
突
破
す

る
勢
い
と
な
っ
て
い
る
道
の
駅

「
そ
ら
っ
と
牧
之
原
」
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
地
域
や
市
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
所
と
の
連
携
を

さ
ら
に
強
化
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

確
保
や
市
の
魅
力
を
広
く
発
信
す

る
施
設
を
指
定
管
理
者
と
と
も
に

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ

う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
～
」
を
活

用
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
新
た
に

関
連
自
治
体
と
の
交
流
が
始
ま
っ

た
ほ
か
、「
田
沼
家
ゆ
か
り
の
名

既
存
施
設
を
有
効
活
用
し
、
サ
ー

フ
ィ
ン
と
相
性
の
良
い
機
能
を
複

合
的
に
備
え
た
エ
リ
ア
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
で
、
通
年
で
の
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
頭
方
地
区
に
つ
い
て
は
、
地

頭
方
海
浜
公
園
の
景
観
や
自
然
環

境
を
生
か
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
や
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と

な
る
公
園
エ
リ
ア
の
整
備
を
進
め

る
な
ど
、
通
年
で
の
に
ぎ
わ
い
創

出
の
具
体
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

は
、
高
台
エ
リ
ア
の
商
業
施
設
に

隣
接
し
て
設
置
す
る
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
各
拠
点
の
路
線
再
編
の
具

体
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
各
拠
点
と
の
接
続
や
運
転

士
不
足
へ
の
対
応
、
効
果
的
な
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
に
向
け
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
や
自
動
運
転
な
ど
の

新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
に
向

け
た
調
査
を
実
施
し
、
９
年
度
か

ら
の「
地
域
公
共
交
通
計
画
」に
反

映
し
て
い
き
ま
す
。

度
は
生
活
応
援
事
業
と
し
て
「
ま

き
ペ
イ
ギ
フ
ト
券
」
を
配
布
す
る

な
ど
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
市
民
や
市
内
事
業
者
を
支
援
し
、

市
内
経
済
の
活
性
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
教
育
分
野
に
つ
い
て
は
、
自
治

体
単
位
と
し
て
は
県
下
初
導
入
の

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
新
し
い
授

業
ス
タ
イ
ル
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

本
市
が
目
指
す
「
次
代
を
切
り
拓

く
力
」
の
育
成
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

    ［
戦
略
５
］
次
代
を
切
り

    

拓
く
力
を
育
む
新
た
な　

    

学
校
づ
く
り

　
榛
原
地
域
は
学
校
施
設
の
実
施

設
計
を
、相
良
地
域
は
学
校
用
地

に
係
る
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、起

郷
家
教
育
を
軸
と
し
た
教
育
内
容

の
具
体
化
を
進
め
る
な
ど
、人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、子
育
て

世
代
に
選
ば
れ
る
教
育
環
境
を
実

現
し
て
い
き
ま
す
。

　
起
郷
家
教
育
に
つ
い
て
は
、「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」の
名
称
を

「
き
ご
う
か
」に
統
一
し
、市
内
の

全
小
中
学
校
に
お
い
て
各
年
代
に

応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

こ
と
で
、さ
ら
な
る
発
展
と
浸
透

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、義
務

教
育
学
校
に
お
け
る
効
果
的
な
水

泳
指
導
の
実
施
を
見
据
え
、榛
原

中
学
校
に
お
い
て
試
行
的
に
水
泳

授
業
の
民
間
委
託
を
実
施
し
ま
す
。

　
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
設
置
は
、
学
習
環
境
の
向
上
や

災
害
時
の
避
難
所
機
能
の
強
化
を

図
る
た
め
、
本
年
度
は
２
校
へ
の

設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
は
、
９
年
度
か
ら

始
ま
る
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
た
検
討
を
本
格
化
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
確
認
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
た
施
策
の
具
体
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

令和８年度

施政
方針

　
市
議
会
２
月
定
例
会
初
日
（
２
月
20
日
）
に
、
杉
本
市
長
が
令
和
８
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

述
べ
ま
し
た
。
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
未
来
へ
の
投
資
予
算
」に
よ
り

各
施
策
を
全
力
で
推
進

施政方針の全文は、
榛原・相良庁舎の
情報公開コーナー
や市ホームページ
で確認できます。

学習者用生成AIを用いた授業

市内企業と「女性の働きやすい職場づくり」共同発表
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未
来
へ
の
投
資
予
算

　
地
方
交
付
税
は
、
市
税
の
減
収

な
ど
か
ら
１
億
５
千
万
円
増
の
28

億
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
市
債
は
、
榛
原
庁
舎
省
エ
ネ
改

修
事
業
な
ど
の
増
額
要
因
は
あ
り

ま
す
が
、
義
務
教
育
学
校
建
設
事

業
費
の
減
や
牧
之
原
消
防
署
榛
原

出
張
所
整
備
の
完
了
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
20
・
８
％
の
大
幅
な
減

少
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
県
支
出
金
は
、
給
食
費
無
償
化

に
伴
う
給
食
費
負
担
軽
減
交
付
金

な
ど
に
よ
り
増
額
し
ま
し
た
。

歳
出
の
民
生
費
は
、
竜
巻

等
災
害
に
よ
り
被
災

し
た
人
を
見
守
り
、
相
談
支
援
を

行
う
事
業
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
成

育
環
境
を
整
え
る
「
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
給
付
事
業
」
な
ど
子
育
て

世
代
の
支
援
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

歳
入
の
市
税
の
う
ち
、
法

人
市
民
税
は
、
為
替

や
原
材
料
費
高
騰
な
ど
の
影
響
に

よ
り
大
幅
な
減
額
を
見
込
み
、
市

民
税
全
体
は
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
も
法
人
の

設
備
投
資
の
減
少
に
よ
り
減
額
と

な
り
、
市
税
全
体
で
は
前
年
度
比

２・
９
％
の
減
少
を
見
込
み
ま
し

た
。

　
繰
入
金
は
、
財
源
調
整
と
し
て
、

財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）
か
ら
15

億
円
、
公
債
費
へ
充
当
す
る
た
め
、

減
債
基
金
か
ら
３
億
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　
寄
附
金
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
額
の
増
加
に
よ
る
増
額
を
見
込

み
ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
な
ど
に
よ
り
増
額
し
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
２
４
５
億
円
で
す
。
沿
岸
部
活
性
化
事
業
や
不
妊
治
療
費

助
成
の
拡
充
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
最
先
端
の
教
育
な
ど
、
未
来
を
見
据
え
た
事
業
に
重
点
を
置
い

た
予
算
で
す
。

　
ま
た
、「
令
和
７
年
牧
之
原
市
台
風
15
号
に
伴
う
竜
巻
等
災
害
」に
よ
り
被
災
さ
れ
た
人
へ
の
支
援
を

引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
置
や
指
定
緊
急
避
難

所
の
暑
さ
対
策
、
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
事
業
に
も
取
り
組

み
ま
す
。

▶予算　一般会計（市の行政運営の基
　本的な経費を経理する会計）、特別
　会計（特定の事業を行うための会計）、
　企業会計（民間企業と同様に独立採
　算で運営する会計）の３つに分かれ
　ている
▶歳入　地方公共団体の会計年度にお
　けるすべての収入
▶自主財源　地方公共団体が自主的に
　収入できる財源。地方税、分担金お
　よび負担金、使用料、手数料、財産
　収入、寄附金など
▶依存財源　国や県から定められた額
　を交付されたり、割り当てられたり
　する収入。地方譲与税、地方交付税、
　国庫支出金、県支出金、地方債など
▶市税　市に収められた税金。市民税、
　固定資産税、軽自動車税、たばこ税
　など
▶地方交付税　全国の市町村が標準的
　な行政サービスが行えるように国か
　ら市町村に交付されるお金。国税の
　うち、所得税、法人税、酒税、消費
　税などの一定割合の額を再配分する
　もの
▶国庫支出金・県支出金　市町村が行
　う特定の事業に対して、国または県
　から交付されるお金
▶繰入金　市の基金（貯金）などから
　一般会計へ入れるお金
▶諸収入　延滞金や預金利子、雑入な
　ど、他の歳入科目に含まれない収入
▶市債　国や金融機関などからの借入
　金（市の借金）。公共施設の整備な
　どの財源を調達するために借り入れ
　る
▶歳出　地方公共団体の会計年度にお
　けるすべての支出
▶議会費　市議会を運営するための経
　費
▶総務費　行政全般の事務などに関す
　る経費
▶民生費　高齢者や障がい者に対する
　福祉や子育て支援など、安定した社
　会生活を保障するための経費
▶衛生費　健康増進や疾病予防、環境
　保全など、市民の健康で衛生的な生
　活を維持するための経費
▶労働費　勤労者の福利厚生や雇用対
　策のための経費
▶農林水産業費　農業振興のための支
　援や農業基盤整備のための経費
▶商工費　商工業や観光の振興、企業
　誘致、空港利用促進のための経費
▶土木費　道路や河川など社会資本を
　整備するための経費
▶消防費　常設消防（消防署の運営経
　費）、消防団活動の支援、防災対策
　のための経費
▶教育費　教育や生涯学習の充実、文
　化振興などのための経費
▶公債費　市債の元金や利子を支払う
　経費
▶予備費　予算編成時に予期しなかっ
　た支出に対応するための費用

ま
た
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
改
修
工

事
や
物
価
高
騰
対
応
支
援
金
な
ど
、

社
会
的
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々

に
寄
り
添
っ
た
事
業
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
衛
生
費
は
、
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
や
予
防
接
種
事
業
の
拡
充
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
奨
励
金
な
ど
を

実
施
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
社
会

を
推
進
し
ま
す
。

　
総
務
費
は
、
庁
舎
の
省
エ
ネ
改

修
工
事
や
津
波
対
策
工
事
を
行
い
、

庁
舎
機
能
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
市
民
の
生
活
交
通
や
観
光
客

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
公
共
交

通
事
業
を
拡
充
、
推
進
し
ま
す
。

　
教
育
費
は
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
最
先
端
教
育
を
は
じ
め
、

義
務
教
育
学
校
関
連
事
業
を
進
め

各会計の予算額

会計名 予算額 伸率

一般会計 245億円 △1.0％

特別会計 105億9,148万円 3.2％

国民健康保険 50億7,866万円 1.1％

後期高齢者医療 ８億4,094万円 15.3％

介護保険 46億5,187万円 4.2％

土地取得 1,625万円 △54.2％

農業集落排水事業 376万円 △37.1％

企業会計 14億455万円 2.8％

水道事業 14億455万円 2.8％

総合計 364億9,603万円 0.3％

※水道事業会計の予算は収益的支出額と資本的支出額の合計。
※総合計は一般会計、特別会計、企業会計の合計。

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
避
難
所

と
な
る
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
整

備
を
行
う
ほ
か
、（
仮
）田
沼
意
次

候
顕
彰
事
業
な
ど
も
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　
商
工
費
は
、
観
光
地
と
し
て
の

魅
力
を
向
上
す
る
沿
岸
部
活
性
化

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市

民
へ
の
ま
き
ペ
イ
ポ
イ
ン
ト
支
給

事
業
や
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
事
業

を
行
い
、
地
域
活
性
化
を
図
り
ま

す
。ま
た
、安
定
し
た
財
源
の
確
保

や
雇
用
創
出
の
た
め
、
戦
略
的
企

業
誘
致
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
土
木
費
は
、
新
た
な
都
市
拠
点

を
創
出
す
る
相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
北

側
開
発
に
関
連
す
る
道
路
、
排
水

路
、
公
園
整
備
事
業
な
ど
を
実
施

用語解説

し
ま
す
。
ま
た
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
基
本
的
な
方
針
）

の
改
訂
を
行
い
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
民
の
生
活
利
便
性
の
向
上
の
た

め
、
生
活
道
路
な
ど
の
改
良
事
業

も
行
い
ま
す
。

　
消
防
費
は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー

な
ど
の
暑
さ
対
策
と
し
て
、
テ
ン

ト
や
ベ
ン
チ
型
防
災
倉
庫
の
整
備
、

同
報
無
線
設
備
の
更
新
に
取
り
組

み
、
市
民
の
暮
ら
し
の
安
全
・
安

心
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
茶
海
外
輸

出
等
支
援
事
業
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ま
き
の
は
ら
推
進
事
業
な
ど
を
盛

り
込
み
、
生
産
者
へ
の
支
援
や
地

域
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
農
業
所

得
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

自主財源
120億8,269万円（49.5％）

依存財源
124億1,731万円（50.5％）

歳入
245
億円

市税（31.5％）
　77億1,424万円

使用料・手数料など（0.6％）
　１億692万円
分担金・負担金（0.6％）
　１億5,346万円

寄附金（5.3％） 
　　13億５万円

諸収入（2.7％） 
　６億4,669万円

繰入金（7.6％）
18億6,133万円

繰越金（1.2％）
　３億円

市債（9.2％）
　22億6,470万円

国庫支出金（13.5％）
　33億849万円

地方交付税（11.4％）
　28億円

県支出金（7.8％）
　19億581万円

地方消費税交付金（5.7％）
　13億9,000万円

法人事業税交付金（0.7％）
　１億7,500万円

その他交付金（1.2％）
　３億2,731万円

地方譲与税（1.0％）
　２億4,600万円

～「
安
」全
・「
安
」心
な
ま
ち
づ
く
り
～

歳出
245
億円

民生費（31.3％）
　76億6,970万円

公債費（9.9％）
　24億2,725万円

土木費（7.0％）
　17億3,021万円

消防費（4.3％）
　10億5,087万円

衛生費（13.1％）
　32億348万円

総務費（12.4％）
　30億4,703万円

農林水産業費（3.4％）
　８億3,741万円

商工費（7.6％）
　18億5,376万円

議会費（0.6％）
　１億4,867万円

災害復旧費・予備費など（0.4％）
　8,678万円

教育費（10.0％）
　24億4,484万円

予算
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主要事業
市の総合計画における７つの重要施策に掲げて
いる項目ごとに、主要事業を紹介します。

ピンク色の事業は、「富士山型ネットワークの充
実」「ゼロカーボンと経済成長の好循環の実現」
「日本一女性にやさしいまちの推進」「DXの推進」
「次代を切り拓く力を育む新しい学校づくり」の５
つの重点戦略・プロジェクトに係るものです。

▶�富士山型交通ネットワーク形成調査、計画策定　
事業　1,200万円
▶デマンド乗合タクシー拡充事業　360万円
　現在運行していない土日祝日の実証運行を実施する
▶静岡空港・道の駅定額タクシー通年運行事業　310万円
▶移住・定住促進補助事業　4,712万円
▶創エネ・省エネ・畜エネ設備設置費補助事業　420万円
▶省エネルギー診断奨励金　32万円
▶新火葬場整備事業　１億9,522万円

▶榛原庁舎省エネ改修事業　３億6,572万円
　�榛原庁舎の空調改修やLED化など、「ZEB ready※」

に適合した改修工事を行う
※�通常のエネルギー消費量の50％以上を削減すること。
▶榛原庁舎津波対策事業　1,320万円
▶公民連携まちづくり事業　501万円
▶多文化共生推進事業　1,909万円
▶牧之原市水道事業負担金　2,761万円
　衛星を用いた漏水箇所検知やAI解析などを行う
▶大井川広域水道企業団出資金　３億1,466万円

▶ICT活用推進事業　5,456万円
　�生成AIを活用した最先端教育を導入し、個別最適
化された授業の展開を図る
▶義務教育学校建設事業　２億5,583万円
▶義務教育学校開校準備事業　805万円
▶小学校体育館空調設備設置事業　１億6,005万円
▶(仮)田沼意次侯顕彰事業　1,513万円
▶将棋タイトル戦運営事業　985万円
▶埋蔵文化財発掘調査事業　１億1,722万円

令和12年開校予定の榛原地域義務教育学校（イメージ）
　※イメージは変更となる場合があります。

令和７年12月に開所した「ささえあいセンター」

▶沿岸部活性化事業　３億3,052万円
▶茶海外輸出等支援事業　1,900万円
　碾

てん

茶の輸出を推進する生産者を支援する
▶オーガニックまきのはら推進事業　526万円
▶物価高騰対応生活応援事業　３億3,638万円
▶ふるさと商品創出支援事業　1,584万円
　�クラウドファンディング（ふるさと納税3.0）を行
　って新たな返礼品を開発する事業者を支援する
▶戦略的企業誘致推進事業　742万円

静波地区沿岸部活性化エリア（イメージ）
　　　　  ※イメージは変更となる場合があります。

環境省による「ZEB化」のイメージ

市政経営生活環境産業経済

教育文化健康福祉 夢に乗るまち  牧之原
豊かな自然を活かした
心豊かでアクティブな

暮らしが実現できるまち

主要事業
令和8年度

▶被災者見守り・相談支援等事業　2,029万円
▶養護老人ホーム相寿園改修事業　8,624万円
▶こども誰でも通園制度給付事業　718万円
　�こどもの良質な成育環境整備のため、就労要件を
問わず利用できる通園給付事業を開始する
▶地域医療振興事業　5,071万円
▶産後ケア施設改修費等補助金　50万円
　�産後ケア事業の実施者に対し、施設などの整備に
必要な支援を行う
▶不妊治療費助成拡充事業　600万円

イベント開催時には「静岡空港・道の駅定額タクシー」の利用者が増加

▶農村地域防災減災事業　1,025万円
▶地頭方漁港海岸防潮堤整備事業　１億5,400万円
▶静岡地域消防救急広域化事業　６億5,812万円
▶同報無線設備更新工事　4,000万円
▶放射線防護施設管理事業　2,505万円
▶地域防災対策強化事業（防災備品購入）  1,737万円
　�指定緊急避難場所での暑さ対策として、テントお

よび格納用のベンチ型防災倉庫を購入する

防災

地頭方漁港海岸防潮堤の整備箇所（予定）

完成イメージ完成イメージ

R8設計箇所R8設計箇所

▶農業集落排水転換事業　6,600万円
▶交付金等道路整備事業　５億382万円
▶浸水対策事業　9,360万円
▶高潮ハザードマップ作成事業　1,150万円
　�高潮ハザードマップを作成し、災害時に市民の安全・
安心を確保する
▶都市計画マスタープラン改訂事業　940万円
▶新拠点開発推進事業　4,014万円
▶公園整備事業　3,093万円

都市基盤

新拠点開発推進事業（商業施設外観イメージ）
　　　  ※実際の施設とは異なる場合があります。

主要
事業
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◆「マキラボ」とは
「マキラボ」は、人口減少と少子高齢化による旧片浜小学校の閉校（平成29年３月31日）を

契機に、平成30年２月に地域の活性化を目指し、福
ふ く

代
よ

孝
た か

良
よ し

さん（坂部区出身。現株式会社アー
クエッジスペース代表取締役CEO）を中心として、地元出身者の個人５人で設立。選定委員
会を経て、「マキラボ」が旧片浜小学校の運営事業者として決定しました。

日本語初期支援教室「いっぽ」に通う子どもを送迎していただく
ドライバー（運転手）を募集しています

［勤務時間］月～金曜日（土・日曜日、祝日は休み）
　　　　　▶午前＝午前７時45分～午前10時
　　　　　▶午後＝午後３時30分～午後５時45分

［ 勤 務 地 ］カタショーワンラボ（片浜1216番地１）
［  給　与  ］時給1,180円

株
式
会
社

株
式
会
社
ママ
キ
ノ
ハ
ラ
ボ

キ
ノ
ハ
ラ
ボ
がが

「
ふ
る
さ
と
づ
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り
大
賞
」優
秀
賞

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」優
秀
賞
をを
受
賞
受
賞

「マキラボ」では、主に次の５つの事業を行っています。◆「マキラボ」の事業紹介
②DX•スマート②DX•スマート
　事業　事業　
AIやドローンなど
の先進的なスマー
ト農業技術を地域
の茶業に導入して
います。

①施設活用事業①施設活用事業
教室を活用し、社
員研修や打ち合わ
せなどの会場とし
て貸し出していま
す。（写真はスマ
ホ教室）

③宿泊・合宿・企業研修事業③宿泊・合宿・企業研修事業
「遊んで泊まれる小学校」とし

て、大学生や企業などが利用し
ています。

④教育事業④教育事業
地域の外国籍児童を対象にした
日本語初期支援教室「いっぽ」
などを実施しています。

⑤まちづくり事業⑤まちづくり事業
イベント開催やこども食堂の実
施など、交流の機会を創出してい
ます。（写真はカタショー結婚式）

◆「令和７年度ふるさとづくり大賞」優秀賞（総務大臣賞）を受賞
令和８年２月８日、東京都の都市センターホテルにて、総務省が実施する「令和７年度ふるさとづくり大賞」表彰
式が行われ、「マキラボ」が優秀賞（総務大臣賞）を受賞しました。

「ふるさとづくり大賞」とは、「ふるさと」をより良くしようと頑張る全国各地の団体や個人を表彰することにより、
ふるさとづくりへの情熱や想いを高め、豊かで活力ある地域社
会の構築を図ることを目的として実施している表彰です。

「マキラボ」は、市民や企業、行政との連携によって、交流人
口の増加や、地域経済とコミュニティの活性化を継続的に実現。
廃校を活用した取組は全国にも多くある中、宿泊事業などによ
り自主財源を確保しているとともに、教育や多文化共生などの
地域課題に行政と協働しながら、民間の力を生かして取り組ん
でいる点が評価され、今回の受賞につながりました。
受賞にあたり、浅野代表取締役は「応援してくださる地域や企
業の皆さまに深く感謝し、今後も牧之原市を拠点として、日本
を強くする挑戦を続けていきます」と話しました。

株式会社マキノハラボ（以下「マキラボ」）は、廃校となった旧片浜小学校を活用し、
「新たな教育・人づくり」をコンセプトに、多文化共生教育やスマート農業、宿泊

事業の多岐に渡る事業を展開している市内企業です。
今回、「マキラボ」が行う地域活性化のための取組が「令和７年度ふるさとづくり
大賞優秀賞（総務大臣賞）」を受賞しましたので、その活動内容を紹介します。

問い合わせ　企画政策課　大石　☎㉓0045

表彰式にてあいさつする浅野代表取締役

［応募資格］�▶普通自動車運転免許（AT限定
　　　　　 可）▶65歳までの元気な人
　　　　　▶LINEの基本操作ができる人

［ 申 込 先 ］株式会社マキノハラボ　教育事業部　大石
　　　　　☎090（8470）4180　　 education@makilabo.jp

その後、市と「土地建物賃貸借契約」「旧片浜
小学校施設の管理運営に関する協定書」を締結。
平成30年４月１日から、地域資源としての学
校施設を最大限に活用し、「新たな教育・人づ
くりの拠点」として、多文化共生を軸とした教
育支援や人材育成、観光および交流拠点を目指
して運営を開始しました。現在は浅

あ さ

野
の

拳
け ん

史
し

代表
取締役を中心に、国際経験などが豊かな若者た
ちにより運営されています。
旧校舎は会議室や交流スペースとして利用され
ており、最近では大学生の団体や家族連れ、企
業研修などの宿泊利用が急速に増加しています。
宿泊者数は年間6,500人、利用者数は年間４万人
を超え、地域経済の活性化にも大きく貢献して
います。

◀�現在、「マキラボ」
で働くスタッフ
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牧之原市で利用できる各種支援策を紹介します

市内に住宅を新築、購入（中古物件を含む）した子育て世帯に奨励金を交付します。

子育て家族定住奨励金

対象者 40歳未満の夫婦、または中学生以下の子どもがいる人

基礎額 10万円

土地加算 10万円

子ども加算 中学生以下の子ども　▶１人目 10万円 ▶２人目 20万円 ▶３人目 30万円
　　　　　　　　　　▶４人目以降は一律 10万円

業者加算 10万円

転入加算 30万円

空き家・空き地バンク加算 10万円　　※牧之原市空き家・空き地バンクの登録物件を購入した場合

申請期限 住宅の引渡日から２カ月以内

移住者が、市の空き家バンクに登録されている空き家を購入しリフォームする場合や、
空き家をその所有者または委託を受けた事業者が「移住者限定賃貸物件」として活用
するためにリフォームする場合に、居住部分のリフォーム費用や残置物の撤去費用の
一部を補助します。リフォーム着手前に申請が必要なため、事前にお問い合わせください。

空き家リフォーム等補助金

項目 Ａ：移住者対象リフォーム補助 Ｂ：空き家活用事業者等対象リフォーム補助

対象者 市外から対象の空き家に住所を移した
移住者（※）

対象の空き家を移住者限定賃貸物件として活用
する事業者

対象事業 リフォーム費用の総額が５万円以上で
あること　など

リフォーム費用の総額が100万円以上であること
など

その他要件 対象の空き家に５年以上居住すること 10年間、移住者限定賃貸物件として市の登録台帳
に登録すること

助成金額
対象経費の２分の１以内（上限30万円） 対象経費の２分の１以内（上限100万円）

空き家バンク登録する所有者またはＢの対象者が空き家の残置物を処理する場合、
最大５万円を補助

※移住者＝住所を移した日から起算して過去３年以内に、当市に住所を置いたことがない人

東京圏に一定期間在住・通勤していた人が、市内に移住して要件を満たす場合に
支援金を交付します。

移住・就業支援金

対象者
移住する直前10年間のうち通算５年以上かつ、移住する直前１年以上連続して、東
京都23区内に在住、または東京圏の対象地に在住して同区内に通勤などしていた人
が、移住して要件を満たす場合

支援金額
［単身者］  60万円

［世　帯］  100万円＋18歳未満の世帯員３人目まで１人につき100万円

就業要件 静岡県が運営する「静岡県移住・就業支援金求人サイト」に掲載されている対象の
求人に応募して就業すること　など

専門人材要件 内閣府地方創生推進室が実施するプロフェッショナル人材事業または先導的人材
マッチング事業による就業　など

テレワーク要件 所属先企業などからの命令ではなく、自己の意思により移住した場合であって、移
住先を生活の本拠とし、移住元での業務を引き続き行うこと　など

関係人口要件
満50歳未満の人、または18歳未満の世帯員を帯同して移住する人のうち、過去に市
の住民基本台帳に登録があった人や市内の学校に通学していた人、または移住前に
市へ移住相談などをした人であって、移住後に市内で就業または起業する人　など

結婚新生活支援助成金
結婚を機に市内に住宅を取得した新婚世帯、または民間の賃貸住宅に入居した新婚世帯に対して、住宅
の取得費や賃貸住宅の入居費用（初期費用、引越費用、家賃など）の一部を助成します。

しあわせ新婚さん家賃助成金
結婚を機に、市内にある民間の賃貸住宅で同居を開始する新婚世帯に対して、月額家賃の一部を24カ
月にわたって助成します。

牧之原市新婚さん住む住む制度

対象者 令和８年１月１日～令和９年３月31日の間に婚姻した39歳以下の夫婦

所得要件 夫婦の合計所得が500万円未満

助成対象 結婚に機とした住宅の取得費やリフォーム費、賃貸物件の入居費、家賃など

助成金額 夫婦ともに　▶29歳以下＝上限60万円　▶39歳以下＝上限30万円

申請期限 令和９年３月31日水

対象者 令和８年４月１日～令和９年３月31日の間に婚姻した夫婦

助成金額 月額家賃から住宅手当を差し引いた金額のうち、４万５千円を超えた分を
上限１万円まで助成

助成期間 24カ月間

申請期限 婚姻日と入居日のいずれか遅い方から２カ月以内

新婚世帯や子育て世帯 移住者、 の皆さん！＼ ／

◀市ホームページ

当市に移住したい、または移住した人の市内での就業を支援するため、移住
者の就業支援マッチングサービスを開始しました。
このサービスは、市内での就業を希望する移住者の情報を市が事前に登録さ
れている登録事業者約60社に提供し、マッチングを図るサービスとなりま
す。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

移住者の就業支援マッチングサービス

市では、子育て世帯の住宅取得や新婚世帯の住宅の賃貸費用などに対して、支援を行っています。
また、空き家リフォームや市内への移住についての支援、移住者の就業支援も行っています。
各種支援にはそれぞれ要件があるため、担当までお問い合わせください。

問い合わせ　都市住宅課　池田　☎�2633

移住者向け

移住者向け

移住者向け

新婚世帯向け

子育て世帯向け
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ネ
ス＊�全６回の講座は、９年間で360人の女性の仕事づくりをサポー

トしてきた「choinaca合同会社」が進行します。

趣味や特技を生かし、仲間と一緒に知恵を出し合って、女性が自分だけの「スモ
ールビジネス」の創出を実践する働き方です。自身や仲間のワクワクを大切に、
自分の等身大の「やってみたいこと」と向き合うプログラムを実施しています。
令和５年度から開始し、３年間で合計44人が講座を受講。地域でビジネスの
実践を進めています。

「わたしたちの月３万円ビジネス」とは？

月３万円ビジネスってどんな講座？

受講生の声

３年後の夢を描く「ドリームマップ」を
作成。自分の好きなこと・やりたいこと
に今踏み出せる一歩を発見します。

第１回
ドリームマップ
で自分大発見！

ターゲットや料金設定、経費など、知恵を
出し合いアイディアに磨きをかけて、具
合的なビジネスモデルを作ります。

第３回
３ビズビジネス
モデルをつくろう

商品やサービスの魅力を伝える秘訣を現
役デザイナーや３ビズ実践者が伝授。ビ
ジネスを展開する力を身に付けます。

第５回
ビジネスの魅力
を伝えよう

仲間で知恵を出し合って魅力的なビジネ
スアイディアを生み出します。まずは商
品性を高めるところから始めます。

第２回
ビジネスアイディ
アを生み出そう

地域で活躍する人たちに向けて計画を発
表。フィードバックを受け、自分のビジ
ネスの価値をさらに高めていきます。

第４回
地域でリサーチ！
プレゼン大会

地域のイベントでついにビジネスを披
露。商品や装飾、宣伝まで一から全て準
備し自分たちのビジネスを実践します。

第６回
地域イベントで
ビジネス実践！

介護者のつどい

令和８年度　年間スケジュール

介護者の交流の場

不安や悩みを共有してみませんか

市では、介護の負担軽減と心身のリフレッシュのために、
介護者の交流の場「介護者のつどい」を開催しています。
介護の知識を習得しながら、在宅介護に対する悩みや不
安を同じ立場の人に話してみませんか。

問い合わせ　長寿介護課　亀山　㉓0076

対象者   　　　　　　　　　　　　　　　　　 
市内在住で、①在宅で介護をしている人
　　　　　　②これまで介護を経験した人　
　　　　　　③今は介護をしていないが、
　　　　　　　将来的に介護に不安を感じている人

注意事項   　　　　　　　　　　　　　　　　 
▶�複数回参加を希望の場合は、１回ごとにお申し込みくださ

い。
▶申し込みは、各申込先の事業所へお問い合わせください。

日付 時間 内容 定員 申込先

５月27日水 午前９時30分～
午前11時30分

「ゴールの見えない認知症介護：家族の心理
状態は？①」
▶脳トレーニング
▶座談会：�心を軽くする「知ってほしい対応法」

20人 まるに
☎㉒2102

７月４日土 午前10時～正午
▶�アロマエッセンスの香りで癒されよう
▶�簡単な体操でリフレッシュ
▶座談会：困りごとを話そう

15人
デイサービス
センター真菜
☎㉓3220

９月30日水 午前９時30分～
午前11時30分

「ゴールの見えない認知症介護：家族の心理
状態は？②」
▶脳トレーニング
▶座談会：�心を軽くする「家族ができるサポー

トって何？」

20人 まるに
☎㉒2102

11月29日日 午前10時～
午前11時30分

▶クリスマスリース作り
▶茶話会：介護について

15～
20人

相良清風園
☎�0550

12月５日土 午前10時～正午
▶�寄せ植えを楽しもう
▶�転倒予防体操
▶座談会：介護の豆知識

15人
デイサービス
センター真菜
☎㉓3220

令和９年
２月14日日

午前10時～
午前11時30分

▶�フレイル予防体操
▶健康講話

15～
20人

相良清風園
☎�0550

「自分にはできない、
自分なんて…」と思
ってた自分とサヨナ
ラできた。

諦めかけていた夢を
叶える一歩になった。
３ビズをやり通した
自分を誇りに思う。

令和８年度の受講生を募集します。まずは、講座の雰囲気を体験できる「無料体験ワー
クショップ」に開催します。「３ビズ４期生」として、仲間と一緒に一歩を踏み出し
てみませんか。詳しくはお問い合わせください。

5月27日水 無料体験ワークショップを開催
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牧之原市役所　

▲

榛原庁舎 ☎㉓0001

▲

相良庁舎 ☎�2600　平日午前８時15分～午後５時（水曜日は午後７時まで）

総合健康福祉センターさざんか ☎㉓0070　　榛原文化センター ☎㉓0002　　相良総合センターい～ら ☎�5544Makinohara City Information市政情報—
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問
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合
わ
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総
務
課　
大
石　
☎
（
23
）
０
０
５
１

組
織

旧組織 新組織

総務部 資産経営課 資産経営係

福祉こども部 福祉相談課
こども家庭係
こども未来係
生活支援係

福祉こども部
福祉相談課

こども家庭係
こども未来係
相談支援係

復興支援室 復興支援係

教育文化部

学校教育課 管理係
指導係 ▶

教育文化部

学校教育課 開校準備係
指導係

学校再編推進室 学校再編推進係 義務教育学校
整備室 学校整備係

社会教育課 社会教育係
図書係

社会教育課
社会教育係
図書係
文化振興係大河ドラマ

活用推進室 文化振興係

組織体制の主な変更点
▶電算システムの管理を「管理検査課施設管理係」から「デジタル推進課」に移管
▶公共施設マネジメントの強化を図るため「資産経営課」を新設
▶「福祉相談課生活支援係」を「福祉相談課相談支援係」に名称変更
▶生活困窮事務を「福祉相談課生活支援係」から「社会福祉課地域福祉係」に移管
▶�令和７年台風15号に伴う竜巻等災害の復旧から復興までを一体的に進めるため
　「復興支援室」を新設
▶学校に関する庶務事務を「学校教育課管理係」から「教育総務課総務係」に移管
▶義務教育学校の開校に向け「学校教育課開校準備係」を設置
▶「学校再編推進室」を「義務教育学校整備室」に名称変更
▶「大河ドラマ活用推進室」を廃止し、「社会教育課」に統合

自
治
自
治
振
興
の
リ
ー
ダ
ー

令
和
８
年
度　
地
区
長
・
区
長
・
町
内
会
長

　
　
　
　
　
　
　

  

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
課　
河
原
崎　
☎
（
23
）
０
０
５
３ 

相良地区 秋
あ き

野
の

裕
ひ ろ

之
ゆ き 萩間地区 原

は ら

木
き

秀
ひ で

明
あ き 川崎地区 大

お お

石
い し

元
も と

夫
お 勝間田地区 中

な か

田
だ

　明
あきら

片浜地区 山
や ま

本
も と

和
か ず

義
よ し 地頭方地区 櫻

さくら

井
い

　昇
のぼる 細江地区 山

や ま

﨑
ざ き

　泰
やすし 坂部地区 左

さ

座
ざ

勝
か つ

之
ゆ き

菅山地区 長
な が

澤
さ わ

安
や す

訓
の り 牧之原地区 野

の

村
む ら

豊
と よ

道
み ち

地区長（敬称略）

町内会長（敬称略）

１丁目 寺
て ら

田
だ

靖
や す

志
し 青池 浅

あ さ

原
は ら

雅
ま さ

彦
ひ こ 新戸 加

か

藤
と う

秀
ひ で

夫
お 三栗 本

も と

杉
す ぎ

隆
た か

明
あ き

２丁目 郷
ご う

野
の

充
よ し

典
の り 寄子 藤

ふ じ

田
た

雅
ま さ

史
し 庄内 鈴

す ず

木
き

達
た つ

也
や 朝生 本

も と

杉
す ぎ

弘
こ う

一
い ち

３丁目 平
ひ ら

野
の

　聡
さとし 西福田 村

む ら

田
た

　豊
ゆたか 鹿島 大

お お

石
い し

千
ち

寿
と し 牧之原北 大

お お

石
い し

　勉
つとむ

４丁目 本
も と

杉
す ぎ

敬
け い

典
す け 東福田 榛

し ん

葉
ば

聡
と し

彦
ひ こ 仁田 中

な か

嶋
じ ま

　孝
たかし 布引原 山

や ま

本
も と

守
も り

彦
ひ こ

東５丁目 片
か た

瀬
せ

哲
て つ

也
や 根松 大

お お

石
い し

剛
た け

弘
ひ ろ 道場 袴

はかま

田
だ

　誠
まこと 牧之原中央 大

お お

歯
ば

忠
た だ

能
あ

喜
き

西５丁目 加
か

藤
と う

昌
ま さ

幸
ゆ き 堀之内 飯

い い

田
だ

郷
さ と

司
し 追廻 中

な か

原
は ら

　靖
やすし 牧之原南 戸

と

塚
づ か

義
よ し

人
ひ と

６丁目 小
お

田
だ

嘉
よ し

巳
み 時ヶ谷 藤

ふ じ

田
た

喜
き

代
よ

治
じ 中 森

も り

下
し た

和
か ず

英
ひ で 坂部第１ 石

い し

井
い

　誠
まこと

仲町 片
か た

瀨
せ

政
ま さ

司
し 道上 久

く

保
ぼ

田
た

剛
よ し

弘
ひ ろ 勝間下 泉

いずみ

地
ち

浩
ひ ろ

和
か ず 坂部第２ 池

い け

ケ
が

谷
や

勝
か つ

洋
ひ ろ

10丁目 木
き の

下
し た

良
よ し

樹
き 後原 大

お お

石
い し

哲
て つ

生
お 勝間上 飯

い い

塚
づ か

高
た か

英
ひ で 坂部第３ 浅

あ さ

倉
く ら

重
し げ

善
よ し

11丁目 中
な か

西
に し

雅
ま さ

喜
き 谷の口 岩

い わ

澤
さ わ

甲
こ う

志
し 切山下 村

む ら

松
ま つ

広
ひ ろ

義
よ し 坂部第４ 大

お お

澤
さ わ

祐
ゆ う

次
じ

12丁目 田
た

﨑
さ き

守
も り

一
か ず 橋向 寺

て ら

本
も と

和
か ず

由
よ し 切山中 村

む ら

松
ま つ

裕
ひ ろ

之
ゆ き 坂部第５ 鈴

す ず

木
き

一
か ず

行
ゆ き

東慶林 八
や

木
ぎ

昭
あ き

博
ひ ろ 藤沢 大

お お

石
い し

友
と も

巳
み 勝田上 村

む ら

松
ま つ

秋
あ き

弘
ひ ろ 坂部第６ 田

た

中
な か

善
よ し

樹
き

県営住宅 辻
つ じ

　昭
あ き

哉
や 橋柄 伊

い

村
む ら

静
し ず

夫
お 勝田下 大

お お

石
い し

正
ま さ

春
は る

区長（敬称略）

相良区 秋
あ き

野
の

惠
し げ

洋
ひ ろ 菅山区 長澤安訓 牧之原区（相良） 野村豊道 静波区 牧

ま き

田
た

信
の ぶ

彦
ひ こ

福岡区 秋野裕之 中里区 森
も り

　重
し げ

之
ゆ き 地頭方区 櫻井　昇 細江区 山﨑　泰

波津区 鈴
す ず

木
き

雅
ま さ

夫
お 白井区 松

ま つ

村
む ら

敏
と し

則
の り 落居区 植

う え

田
た

茂
し げ

喜
き 川崎区 大石元夫

須々木区 増
ま す

田
だ

雅
ま さ

巳
み 神寄区 森

も り

田
た

　淳
あつし 豊岡区 柴

し ば

田
た

一
か ず

人
ひ と 勝間田区 中田　明

大沢区 宮
み や

崎
ざ き

武
た け

則
の り 西萩間区 冨

と み

田
た

茂
し げ

樹
き 新庄区 清

し

水
み ず

　高
たかし 牧之原区（榛原） 大

お お

﨑
さ き

信
の ぶ

博
ひ ろ

大江区 増
ま す

田
だ

正
ま さ

弘
ひ ろ 東萩間区 原木秀明 遠渡区 増

ま す

田
だ

正
ま さ

和
か ず 坂部区 左座勝之

片浜区 山本和義

▼
総
務
部

　（
総
務
部
長
）
源
間
成
紀

　（
危
機
管
理
監
）
森
田
克
彦

　（
総
務
課
長
）
瀧
口
　
恵

　（
管
理
検
査
課
長
）
吉
國
徳
倫

　（
資
産
経
営
課
長
）
本
杉
裕
之

　（
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
長
）
小
林
大
助

　（
危
機
管
理
課
長
）
新
井
淳
之

▼
企
画
政
策
部

　（
企
画
政
策
部
長
）
山
本
英
広

　（
秘
書
広
報
課
長
）
加
藤
　
智

　（
企
画
政
策
課
長
）
本
間
直
樹

　（
地
域
振
興
課
長
）
柴
　
直
子

　（
財
政
課
長
）
藤
永
直
樹

▼
市
民
生
活
部

　（
市
民
生
活
部
長
）
原
口
克
也

　（
市
民
課
長
）
藤
永
恵
美
子

　（
国
保
年
金
課
長
）
大
石
千
香
子

　（
税
務
課
長
）
大
塚
康
裕

　（
環
境
課
長
）
西
谷
　
稔

▼
福
祉
こ
ど
も
部

　（�

福
祉
こ
ど
も
部
長
兼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
長
）
河
原
瑞
穂

　（
社
会
福
祉
課
長
）
河
原
崎
剛

　（
子
ど
も
子
育
て
課
長
）
板
倉
義
樹

　（�

福
祉
相
談
課
長
兼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
事
務
局
長
）
川
村
千
恵
美

　（
復
興
支
援
室
長
）
吉
添
　
所

▼
健
康
推
進
部

　（
健
康
推
進
部
長
）
古
川
馨
子

　（
健
康
推
進
課
長
）
榛
葉
円
香

　（
長
寿
介
護
課
長
）
野
田
章
子

▼
産
業
経
済
部

　（
産
業
経
済
部
長
）
藤
田
圭
一

　（
農
林
水
産
課
長
）
福
代
　
学

　（
お
茶
特
産
課
長
）
大
石
寛
之

　（
観
光
課
長
）
永
田
高
章

　（
商
工
企
業
課
長
）
松
浦
邦
彦

▼
建
設
部

　（
建
設
部
長
）
池
田
　
武

　（�

新
拠
点
整
備
専
門
監
兼
新
拠
点
整
備
室

長
）
西
川
浩
年

　（
建
設
課
長
）
道
田
　
剛

　（
公
園
公
共
建
築
課
長
）
内
藤
治
彦

　（
都
市
住
宅
課
長
）
萩
原
貴
憲

　（
水
道
課
長
）
渥
美
公
基

▼
教
育
文
化
部

　（
教
育
文
化
部
長
）
竹
内
英
人

　（
教
育
総
務
課
長
）
水
野
浩
充

　（
義
務
教
育
学
校
整
備
室
長
）
小
塚
康
道

　（
学
校
教
育
課
長
）
小
倉
圭
司

　（�

社
会
教
育
課
長
）
浅
井
大
典

　（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長
）
松
井
　
工

▼
会
計

　（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
八
木
い
づ
み

▼
議
会
事
務
局

　（
議
会
事
務
局
長
）
榛
葉
清
澄

　（
議
会
事
務
局
次
長
）
萩
原
美
保

▼
監
査
委
員
事
務
局

　（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
増
田
典
之

▼
広
域
施
設
組
合
派
遣

　（
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長
）
淺
井
　
篤

▼
保
育
園
・
こ
ど
も
園
関
係

　（
坂
部
保
育
園
長
）
松
下
志
保
子

　（
牧
之
原
保
育
園
長
）
山
本
恵
子

　（
相
良
こ
ど
も
園
長
）
油
井
み
ゆ
き

　（
地
頭
方
こ
ど
も
園
長
）
増
田
知
恵

市
政
初
の
副
市
長
２
人
体
制
。
令
和
８
年
４
月
１
日
就
任

副
市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

問
い
合
わ
せ　
秘
書
広
報
課　
中
田　
☎
（
23
）
０
０
５
２

組
織

　

令
和
８
年
３
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
牧
之
原
市
議
会
２
月
定
例
会
に
お
い
て
、

副
市
長
の
人
事
案
が
可
決
さ
れ
、
市
政
初
の
副
市
長
２
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

［プロフィール］
1964（昭和39）年牧之
原市生まれの62歳。
静岡大学卒業。昭和61
年榛原町役場奉職。お茶
特産課長、企画政策課長、
秘書政策課長、産業経済
部長、総務部長を歴任し、
令和８年４月１日に牧之
原市副市長に就任。任期
は４年間。

牧之原市副市長

大
おお

石
いし

 光
みつ

良
よし

このたび副市長に就任し、身に余る
重責に身の引き締まる思いです。本
市では今回、初めて副市長２人制が
導入されました。多様化・複雑化す
る行政課題に的確に対応するため、
櫻井副市長とともに杉本市長を補佐
し、市政の安定と発展に努めてまい
ります。内部登用の立場として現場
の声を大切にし、職員が力を発揮で
きる組織づくりと、市民の皆さまに
信頼される市役所づくりに取り組ん
でまいりますので、よろしくお願い
いたします。

［プロフィール］
1972（昭和47）年牧之
原市生まれの53歳。
明治大学卒業。平成９年
静岡県庁奉職。産業政策
課産業政策班長、商工振
興課課長代理、産業政策
課参事、産業政策課長を
歴任し、令和８年４月１
日に牧之原市副市長に就
任。任期は４年間。

牧之原市副市長

櫻
さくら

井
い

　剛
つよし

副市長に就任しました櫻井剛です。
私の生まれ育った牧之原市のために
働く機会をいただき、感謝するとと
もに、その職責の重さに身が引き締
まる思いです。社会環境が大きく変
化する中、市民の皆さまが幸せを実
感できるまちづくりに向け、迅速か
つ的確な市政運営に努めてまいりま
す。県職員として培った知識や経験
を生かしながら、杉本市長を補佐し、
職員とともに、市の成長と発展に向
け取り組んでまいりますので、よろ
しくお願いいたします。
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▲

榛原庁舎 ☎㉓0001

▲

相良庁舎 ☎�2600　平日午前８時15分～午後５時（水曜日は午後７時まで）

総合健康福祉センターさざんか ☎㉓0070　　榛原文化センター ☎㉓0002　　相良総合センターい～ら ☎�5544

防
災

今
年
度
は
６
月
28
日
日
で
す

牧
之
原
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
危
機
管
理
課　
河
原
﨑　
☎
（
23
）
０
０
５
６

　

大
規
模
地
震
が
発
生
し
、
市
内
全
域

で
著
し
い
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
想
定

と
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
、
訓
練
を
通
じ
て

「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
（
自
助
）。
自

ら
の
地
域
は
皆
で
守
る
（
共
助
）」
と

い
う
防
災
意
識
を
持
ち
、
災
害
時
の
対

応
能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
訓
練
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
温
暖
化
に
よ
り
酷
暑
が
続
い

て
い
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
総
合
防
災

訓
練
の
時
期
を
６
月
末
に
変
更
し
ま
し

た
。

日
頃
か
ら
の
災
害
対
策

▼
住
ま
い
の
耐
震
化

▼
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
の
確
認

▼
備
蓄
品
や
非
常
持
出
品
の
点
検

▼�

地
域
の
避
難
場
所
、避
難
経
路
の
確
認

▼�

家
族
間
で
の
安
否
確
認
や
連
絡
方
法

の
確
認

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
緊
急
速
報
メ
ー

ル
を
送
信
し
ま
す

　

地
震
発
生
や
津
波
襲
来
を
想
定
し
た

同
報
無
線
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
、情
報
伝

達
訓
練
と
し
て
携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速

報
メ
ー
ル
の
一
斉
送
信
を
実
施
し
ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、

端
末
の
設
定
に
よ
っ
て
は
マ
ナ
ー
モ
ー

ド
設
定
中
で
も
音
が
鳴
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

総合防災訓練　６月28日　午前９時訓練開始

午後７時30分 同報無線（＊）で訓練事前広報
●訓練事前広報　６月27日

午前６時50分 同報無線（＊）で訓練実施（中止）のお知らせ
午前９時 訓練地震発生・訓練開始「サイレン１分間吹鳴」

午前９時５分ごろ 訓練大津波警報
同報無線（＊）で訓練警報発表のお知らせ

正午ごろ 同報無線（＊）で訓練終了のお知らせ

●訓練実施日　　６月28日

＊同時に「まきのはらTeaメール」および「市LINE公式アカウント」でも配信

保
険

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」
は
、少
子
化
・

人
口
減
少
の
対
策
と
し
て
、
全
て
の
世
代
や
企
業

の
皆
さ
ま
か
ら
支
援
金
を
拠
出
い
た
だ
き
、
子
育

て
施
策
の
拡
充
に
充
て
る
も
の
で
、
子
ど
も
や
子

育
て
世
帯
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。

　

令
和
８
年
４
月
分
か
ら
医
療
保
険
税
と
合
わ
せ

て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
を
ご
負
担
い

た
だ
き
ま
す
。
納
付
金
額
は
、
加
入
す
る
医
療
保

険
制
度
や
所
得
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

拡
充
す
る
６
つ
の
子
育
て
施
策

①
児
童
手
当
②
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

③
出
生
後
休
業
支
援
給
付
④
育
児
時
短
就
業
給
付

⑤
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

⑥
育
児
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除

問
い
合
わ
せ

［
制
度
に
つ
い
て
］

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
日
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
６
時
）　
☎
０
１
２
０（
３
０
３
）２
７
２

［
国
民
健
康
保
険
税
額
に
つ
い
て
］

税
務
課　

小
川　

☎
（
23
）
０
０
３
５

子
ど
も・子
育
て
支
援
金
制
度
が
開
始

問
い
合
わ
せ　
国
保
年
金
課　
水
嶋

　
☎
（
23
）
０
０
２
３

◀こども家庭庁
　ホームページ

保険税
（率・額） 令和８年度

所得割率 0.25％
均等割額 1,700円※
賦課
限度額

地方税法による
（３万円予定）

公
園

相
良
油
田
の
歴
史
が
学
べ
、「
た
た
ら
」
踏
み
体
験
な
ど
が
可
能
に

相
良
油
田
資
料
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　
公
園
公
共
建
築
課　
伊
藤　
☎
（
53
）
２
６
２
９

　

相
良
油
田
の
里
公
園
は
、
相
良
油
田

坑
の
近
く
に
整
備
さ
れ
た
約
２
・
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
公
園
で
す
。

　

太
平
洋
岸
唯
一
の
石
油
坑
で
あ
っ
た

相
良
油
田
の
歴
史
や
石
油
採
掘
の
様
子

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
資
料
館
、
た
た

ら
踏
み
体
験
の
で
き
る
手
掘
り
井
戸
小

屋
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
が
楽
し

め
る
大
き
な
芝
生
広
場
、
遊
具
広
場
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
５
日
、
資
料
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

来
園
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
所　
菅
ケ
谷
２
５
２
５
番
地
１

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

休
館
日　
火
曜
日
、
年
末
年
始

予
約
な
ど
の
連
絡
先　
相
良
油
田
資
料

館　

☎
（
87
）
２
５
２
５

①相良油田の歴史を学べる映像を上映する「シアタールーム」
②昔の相良油田を再現したジオラマ③フォトスポット④たたら
踏み体験施設⑤アニメ「Dr. STONE」PRコーナー⑥公園の園路
整備、遊具のリニューアル ホームページ

リニューアル内容

※�18歳未満の子どもに係る
均等割額は軽減されます。

牧之原市国民健康保険税
（子ども・子育て支援納

付金分）

保
険
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ　
国
保
年
金
課　
正
木　
☎
（
23
）
０
０
２
３

後期高齢者医療制度の保険料は、医療分と子ども分それぞれの被保険者全員が負担する「均等
割額」と被保険者の前年の所得に応じて負担する「所得割額」を合計し、個人ごとに計算され
ます。また、医療分の保険料率（均等割と所得割率）は２年ごと、子ども分の保険料率（均等
割と所得割率）は１年ごと県後期高齢者医療広域連合が算定しており、令和８・９年度の保険
料率は次のとおり改定されました。

令和６・７年度 令和８・９年度
所得割率 9.49％（※） 9.35％
均等割額 47,000円 51,100円

一人当たり平均
保険料額（年額） 84,469円 88,984円

令和６・７年度 令和８・９年度
賦課限度額 80万円（※） 85万円

所得割率 0.25％
均等割額 1,400円

一人当たり平均保険料額（年額） 2,341円
賦課限度額 21,000 円

医療分の保険料について
①令和８・９年度の保険料率
後期高齢者医療の医療分の保険料率（所得割率
と均等割額）は、各都道府県の広域連合が医療
費の増加などを見込んで２年ごとに算定します。

②賦課限度額の見直し
中間所得者層の負担軽減を図るため、賦課限度
額が引き上げられました。

③均等割額の軽減割合の変更
特に所得の低い人への制度改正などによる負担を軽減するため、均等割額の７割軽減について、
令和８・９年度の医療分のみ7.2割軽減とする予定です。

均等割額の軽減対象が拡大
所得の低い人の負担軽減
を図るため、均等割額の
軽減対象者が拡大されま
した。

区分 令和７年度 令和８年後
５割軽減 43万円＋30万５千円×被保険者数 43万円＋31万円×被保険者数
２割軽減 43万円＋56万円×被保険者数 43万円＋57万円×被保険者数

公的年金など収入額 令和７年度 令和８年度
300万円（現役並み所得者） 186,500円 193,500円（うち子ども分：5,000円）
190万円（厚生年金受給者の平均） 58,600円   61,700円（うち子ども分：1,600円）
80万円（基礎年金受給者） 14,100円   14,700円（うち子ども分：400円）

収入別保険料額（年額）のモデルケース（単身世帯で、公的年金収入のみの場合）

※令和 6年度は一部経過措置あり。

※�100円未満の端数は、医療
分と子ども分でそれぞれ切
り捨てになります。
※�詳細は８月発送予定の保険
料通知で確認してください。

子ども分の保険料について
「子ども・子育て支援金制度」が４月 1 日から
始まります。詳しくは、上部の記事をご覧くだ
さい。

均等割額の軽減判定所得基準額（世帯主および世帯の全ての被保険者の
総所得金額等の合計）

❶❶ ❷❷

❸❸

❺❺

❹❹

❻❻
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田
沼
家
ゆ
か
り
の
名
刀
、
大
河
ド
ラ
マ
の
衣
装
・
小
道
具
を
お
披
露
目

市
史
料
館
特
別
展「
か
た
じ
け
茄な

す

び子
！
田
沼
意
次
」展
を
開
催

問
い
合
わ
せ　
市
史
料
館　
長
谷
川　
☎
（
53
）
２
６
２
５

　

昨
年
放
送
さ
れ
た
大
河
ド
ラ
マ
「
べ

ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
～
」
を
契

機
に
、
田
沼
意
次
侯
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、「
田
沼
家
ゆ
か
り
の
名
刀
お
国
帰

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
た
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
２
３
０
人

の
皆
さ
ま
か
ら
、
総
額
９
６
８
万
５
０

０
０
円
の
ご
支
援
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
購
入
し
た
意
次
侯

の
父
・
重
意（
意
行
）に
贈
ら
れ
た
名
刀

や
大
河
ド
ラ
マ
で
使
用
し
た
意
次
・
意

知
親
子
の
衣
装
、
さ
ら
に
無
償
譲
渡
さ

れ
た
小
道
具
12
点
を
一
堂
に
展
示
し
ま

す
。
ま
た
、
安
永
９（
１
７
８
０
）年
に

行
わ
れ
た
お
国
入
り
の
様
子
が
記
さ
れ

て
い
た
資
料
も
改
め
て
紹
介
し
ま
す
。

　

歴
史
フ
ァ
ン
や
刀
剣
フ
ァ
ン
は
も
ち

ろ
ん
、
昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
展
を
見
学

い
た
だ
い
た
人
や
見
逃
し
た
人
も
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期
間
・
開
館
時
間　
４
月
25
日
土
～
６

月
７
日
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
市
史
料
館　

２
階

休
館
日　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

歴
史

相
談
不
安
に
思
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
り
し
た
場
合
は
す
ぐ
相
談
を

新
生
活
の
開
始
時
に
気
を
付
け
た
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

問
い
合
わ
せ　
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　
杉
山　
☎
（
23
）
０
０
８
８

　
「
新
生
活
が
始
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な

業
者
な
ど
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
が
心
配
」
と
い
う
人
も
い

ま
す
。
新
生
活
を
始
め
る
時
期
に
多
い

相
談
事
例
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
紹
介
し
ま

す
。

事
例
１　
「
訪
問
販
売
」
ト
ラ
ブ
ル

　

電
気
会
社
の
代
理
店
を
名
乗
っ
て
訪

問
が
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
で
電
気
の

契
約
先
の
変
更
を

勧
め
て
い
る
と
言

わ
れ
た
。
変
更
を

承
諾
し
た
が
、
や

は
り
や
め
た
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

　

そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
不
安

や
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
家
族
や
身
近
な

人
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
会
社
な
ど
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
な
契
約
で
あ
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断

り
ま
し
ょ
う
。
訪
問
販
売
で
契
約
し
た

場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
例
２　
「
も
う
け
話
」
ト
ラ
ブ
ル

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
動
画
制
作
の
副
業
を
見
つ

け
、
仕
事
を
す
る
た
め
に
講
座
の
予
約

を
し
た
が
、
そ
の
講
座
は
他
で
も
無
料

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
ば
か
り

だ
っ
た
。
返
金
し
て
ほ
し
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
や
知
り
合
っ
た
相
手
か

ら
の
「
簡
単
に
稼
げ
る
」
と
い
う
言
葉

な
ど
、
う
ま
い
話
に
飛
び
つ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
返
金
は
困
難

で
す
。
お
金
を
稼
ぐ
は
ず
が
、
支
払
い

を
求
め
ら
れ
た
ら
疑
い
ま
し
ょ
う
。

事
例
３　
「
通
信
契
約
」
ト
ラ
ブ
ル

　

契
約
中
の
光
回
線
業
者
か
ら
の
電
話

と
勘
違
い
さ
せ
る
よ
う
な
電
話
が
あ
り
、

よ
く
聞
く
と
、
別
の
光
回
線
の
勧
誘
電

話
だ
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　

勧
誘
し
て
き
た
事
業
者
の
名
前
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
料
金
プ
ラ
ン

や
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
書
面
で
も
し
っ
か

り
確
認
し
、
説
明
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ネ
ッ
ト
回
線
契
約
を
変
更
す
る
際
に

も
、
契
約
条
件
な
ど
を
よ
く
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
契
約
を
し
て
も
、
契
約
書
面

受
領
日
か
ら
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
通
信

契
約
を
解
除
で
き
ま
す
。

　
不
安
に
思
っ
た
場
合
や
ト
ラ
ブ
ル
が

生
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
市
民
相
談
セ

ン
タ
ー
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）
な
ど

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１い

８や

８や
！

」番

　高齢者虐待予防相談

「高齢者に関する虐待かな」と思っ
たときの相談です。事前に問い合
わせの上、お気軽にご相談ください。

期日　５月15日金
時間　13：30～16：00
会場　相良庁舎
問地域包括支援センターさがら ☎�1900

　一般相談

日常生活の中での困りごとや悩み、
分からないことなどの相談を受け
付けます。困ったらまずは相談を。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～12：00
　　　13：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎㉓0088

　心配ごと相談

相続や遺産分割・家庭問題・金銭
貸借などの紛争解決に、司法書士
が対応します。事前予約が必要で
す。
期日　５月13日水・27日水
時間　９：00～11：30
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎㉓0088

　消費生活相談

契約トラブルや消費者金融、多重
債務、商品苦情など、消費や契約
に関する相談を受け付けます。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～12：00
　　　13：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎㉓0088

　介護相談

介護する人たちを支えるため、相
談・支援体制を整えています。
期日　月曜日～金曜日
　　　＊祝日を除く。
時間　９：00～17：00
　　　（水曜日は19時まで）
会場　さざんか
問長寿介護課　☎㉓0076

　暮らしなんでも無料相談

日常生活でのトラブルや悩みごと、
困ったことなどの相談を受け付け
ています。

期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～17：00
問ライフサポートセンターしずおか
　中部事務所　☎ 054(273)3715

　税の無料相談
税に関するあらゆる相談に無料で
応じます。東海税理士会島田支部
へ相談者による事前予約が必要で
す。
期日　５月20日水
時間　13：30～15：30
会場　市民相談センター
問東海税理士会島田支部 ☎ 0547㊲6575

５月の相談日です。

日々の生活の中で、誰かに相談したいと思っていることや疑問

に感じていることはありませんか。

そんなあなたからの声に応えるための各種無料相談窓口を紹介

します。

秘密は厳守されますので、ひとりで悩まず、まずは相談してみ

てはいかがですか。

５月の相談

静岡牧之原茶マスコット
チャーフィン

＊職員や来庁者など、他人に会うことなく入ることができます

市民相談センター（消費生活センター）案内図

２階　市民相談センター
　　　（消費生活センター）

水道課入り口水道課入り口水道課入り口

入り口入り口入り口

市役所榛原庁舎

駐車場

駐車場

榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー

榛
原
庁
舎

西
館

静
波
体
育
館

駐車場

　女性相談

女性の抱えるさまざまな悩みを、
女性相談員が一緒に考え、解決の
糸口を探すお手伝いを電話や面接
にて対応します。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：15～16：00
会場　さざんか
問家庭児童相談室　 ☎㉓0086

　法律相談（先着８人）

多重債務や債務整理、離婚などの
法律解釈や手続きなどに関する相
談を無料で受け付けます。
弁護士、行政相談委員、人権擁護
委員が１回30分で対応します。
※�同案件については２回までとさ
せていただきます。

期日　①５月７日木・②20日水
時間　10：00 ～ 12：00
　　　13：00 ～ 15：00
会場　市民相談センター
予約　市内在住者のみ事前予約可
　　　①４月16日木～５月１日金
　　　②５月８日金～５月19日火
　　　※いずれも９：00から受付
　　　　開始

問市民相談センター　☎㉓0088

　行政相談

行政相談委員が、行政に対する苦
情や要望などの相談を受け付けま
す。

期日　５月７日木・20日水
時間　10：00～12：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎㉓0088

①田沼意次侯の父・重意に贈られた名刀（銘：薩州住正
清）【５月２日土から展示】②大河ドラマ着用衣装（意次・
意知親子）③大河ドラマ小道具 「意次が池に投げた佐野
家系図」④小道具 「徳川家基のゆがけ（毒の手袋）」

❶❶

❹❹

❷❷ ❸❸
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まちのわだい　ズームイン
広報担当が取材に行きます。あなたの身近にあるホットで楽しい話題やイベントなどの情報をお待ちしています。

秘書広報課　☎㉓0040　　koho@city.makinohara.lg.jp   
　カシャ！！

音楽で人や心をつないで元気に
■竜巻災害復興支援ライブ　がんばろう!! 細江
　細江区は３月１日、細江小学校体育館にて「竜
巻災害復興支援ライブ　がんばろう!! 細江」を開
催しました。
　昨年９月の台風15号による竜巻等災害の復興
支援をしようと同区が企画。同区住民が参加して
いる音楽グループ３組が、バンドやオカリナで約
20曲を披露すると、約150人の観客は腕を振り、
拍手をして楽しんでいました。同区の山

や ま

﨑
ざ き

泰
やすし

区
長は「まだ道半ばであるが、音楽に元気をもらっ
て人とのつながりを感じてほしい」と話しました。

８人組バンド「ロコモーション」による演奏

ＺＯＯＭ　ＩＮ　ＭＡＫＩＮＯＨＡＲＡ　ＴＯＰＩＣＳ

細江小学校の屋上に避難する住民

暗闇での避難を想定して訓練を実施
■市夜間地震・津波避難訓練
　夜間地震・津波避難訓練が東日本大震災の発
災した日である３月11日の夜間に市内で行われ、
約6,600人が参加しました。
　訓練は、震度７の巨大地震が発生し、大津波警
報が発表された想定で実施され、午後７時にサイ
レンと同報無線で避難を呼びかけました。
　参加者は懐中電灯で足元を照らしながら、各地
区の津波避難施設などに避難。避難手段や経路の
確認を行い、地区の実情に合わせた訓練を実施し
ました。

いざという時の支援のために強固な連携を
■農業災害に備えるための連携協定書　締結式
　市とハイナン農業協同組合、静岡県農業共済組
合は３月10日、農業災害に備えるための連携協
定書の締結式を行いました。
　これは、昨年９月の台風15号による竜巻等災害
を契機に、今後起こりうる災害に対し、迅速に被
災農業者への支援を行うことができるよう取り決
めたもので、今回の３者協定締結は全国初。
　平常時から農業関係団体が連携を密に取り合い、
農業保険などの備えの確認や、災害発生時の情報
共有や被害調査協力などを行っていきます。

協定書を手にする協定者ら

絶景の下、「サバス」で整うサウナ愛好者

海岸で「整う」　至福のひと時
■サウナイベント「しずなみビーチサウナ」
　サウナイベント「しずなみビーチサウナ」が３
月20日と21日、静波海岸で開催されました。
　沿岸部活性化のために市と民間企業が連携して
開催したもので、市内初登場となった「サバス」
とは地域を走っていた路線バスを活用した移動式
サウナ。サウナ愛好者は、熱した石にお茶をかけ
る「ロウリュウ」や、絶好の眺めで整うことがで
きる状況に、心身を整えていました。愛好者は「良
い眺めの場所でサウナに入ることができて最高。
また入りたい」と感想を話しました。

出張所の落成を祝いテープカットをする関係者

地域の安全安心と防災力強化へ
■牧之原消防署榛原出張所落成式及び管理委任書交付式
　静岡市消防局牧之原消防署榛原出張所落成式及
び管理委任書交付式が３月22日に、同所（細江区）
で行われました。
　市の消防力の体制強化のため、市内全域を同署
が管轄し、消防空白地域であった榛原地区に出張
所を整備。４月１日から運用が始まり、市初とな
る指揮隊が１隊新設されました。
　同所配属職員を代表し、鈴

す ず

木
き

啓
け い

介
す け

所長は「市民
の皆さまの期待に応えることができるよう、職員
一丸となり全力で職務に当たる」と述べました。

■ゲンジボタルの幼虫放流体験
　菅山保育園の年長児25人が３月４日、相良油
田の里公園（菅山区）でゲンジボタルの幼虫の放
流を体験しました。
　これは「まきっぽの会」（大

お お

沢
さ わ

稔
みのる

代表）が、ゲ
ンジボタルを増やしてにぎわいにつなげようと、
地域の子ども達を招いて行っているものです。
　同会から説明を聞いた園児は、紙コップに入っ
た体長２～３センチの幼虫を公園内の川に放流。
放流が終わると、園児は「元気に育ってね」「ま
た見に来るからね」と幼虫に声をかけていました。

ホタルいっぱいの公園になあれ
紙コップに入ったゲンジボタルの幼虫を放流する園児ら

男女が健康で明るく過ごすために
■男女の生涯健康セミナー
　「男女の生涯健康セミナー」が３月８日、い～
らで開催されました。
　県内の専門医２人が「女性の健康とプレコンセ
プションケア」と「男性の健康について〜意外に
知らない男性不妊や男性更年期〜」をテーマに講
演。座長を務めたあかほりクリニック（片浜区）
の赤

あ か

堀
ほ り

彰
あ き

夫
お

先生は、来場者からの質問にも回答し、
「無理をせず簡単なことから始めてみましょう」
と呼びかけました。会場には、健康・姿勢チェッ
クコーナーやヨガ体験なども設置されました。

男女の健康について語るあかほりクリニックの赤堀先生

■市教育委員会表彰／山﨑こども教育賞　表彰式
　「市教育委員会表彰」と公益財団法人山﨑こど
も教育振興財団主催の「山﨑こども教育賞」の表
彰式が３月７日、い～らで行われました。
　市教育委員会表彰では、各分野で県大会１位、
または同等以上の成績を収めた６人が受賞。さら
に、全国大会などで好成績を収めた６人には「少
年少女ノーベル賞」が贈られました。
　山﨑こども教育賞では、あいさつや清掃など、
日頃からの生活姿勢が他の児童生徒の模範である
と評価された22人が受賞しました。

他の模範となる児童生徒を表彰
橋本教育長㊧から表彰状を受け取る「市教育委員会表彰」受賞者
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Health Information健康ひろば

父
親
が
育
児
を
楽
し
む
た
め
に

　
厚
生
労
働
省
「
雇
用
均
等
基

本
調
査
」
に
よ
る
と
、
令
和
６

年
度
の
育
児
休
業
取
得
率
は
約

40
％
に
達
し
て
お
り
、
以
前
に

比
べ
て
男
性
の
育
児
参
加
が
社

会
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で「
と
る
だ
け
育
休
」と

い
う
言
葉
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

父
親
は
母
親
の
育
児
補
助
者
で

は
な
く
、
主
体
的
に
育
児
を
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
遊
ぼ
う

　
遊
び
に
は
、
子
ど
も
の
脳
や

体
、
社
会
性
を
育
む
効
果
が
あ

り
ま
す
。
特
に
運
動
神
経
は
３

歳
ま
で
に
50
％
が
完
成
し
ま
す
。

父
親
と
の
遊
び
で
は
パ
ワ
ー
を

生
か
し
て
、「
高
い
高
い
」な
ど

身
体
を
使
っ
た
遊
び
で
子
ど
も

と
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
や
健
診
に
参
加
し
ま

し
ょ
う

　
最
近
で
は
、
子
ど
も
の
健
診

に
夫
婦
で
参
加
す
る
人
や
父
親

だ
け
で
参
加
す
る
人
も
増
え
て

い
ま
す
。

　
健
診
前
に
は
、
普
段
の
子
ど

も
の
様
子
を
夫
婦
で
共
有
し
な

が
ら
、
受
診
時
な
ど
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
記
入
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

育
児
を
楽
し
む
鍵
は
夫
婦
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
夫
婦
で
よ
く
話
し
合
い
、
父

親
も
育
児
参
加
し
て
い
く
こ
と

で
、
そ
の
後
の
夫
婦
の
関
係
性

や
子
ど
も
の
健
全
な
心
の
発
達

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
父
親
・
母
親
が
お
互
い
を
尊

重
し
て
話
し
合
い
、
夫
婦
で
役

割
分
担
を
し
な
が
ら
ど
ち
ら
か

一
方
だ
け
が

我
慢
す
る
こ

と
が
な
い
と

良
い
で
す
。

　
近
年
で
は
、
父
親
の
産
後
う

つ
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
男

性
は
、
女
性
よ
り
も
人
に
自
分

の
悩
み
を
相
談
し
づ
ら
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
夫
婦

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
、
嬉
し
い
こ
と
や
大
変

な
こ
と
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
初
か
ら
完
璧
な
親
は
い
ま

せ
ん
。
父
親
も
母
親
も
子
ど
も

と
一
緒
に
成
長
し
、
今
し
か
で

き
な
い
子
育
て
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

　
　
　
健
康
推
進
課　
保
健
師

項目 期日 時間 会場 対象 持ち物など 問

母子健康手帳の交付
（妊婦健康相談）（要予約）

11日🈷、18日🈷、
25日🈷 ９：00～11：00 妊婦

妊娠届出書、マイナンバーが
わかる書類、通帳

健

赤ちゃん相談 22日金 ９：00～10：30 生後２カ月～７カ月児
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

７か月児健康相談 28日木 ９：00～９：30 令和７年10月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

１歳児健康相談 ８日金 ９：00～９：30 令和７年４月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

１歳６か月児健診（満年齢） 15日金 12：50～13：30 令和６年10月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル、フッ素代300円

健

２歳６か月児歯科健診 12日火 12：50～13：30 令和５年９月、10月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル、フッ素代300円

健

３歳児健診（満年齢） 21日木 12：50～13：30 令和５年４月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル、フッ素代300円、尿

健

３歳６か月児歯科相談 27日水 ８:30～９:30 令和４年10月、11月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル、フッ素代300円

健

４歳児歯科相談 27日水 ８:30～９:30 令和４年４月、５月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル、フッ素代300円

健

予防接種説明会 １日金 ９:30～11：00 令和８年３月生まれ
母子健康手帳、出生時の配布
資料

健

離乳食教室（要予約） 22日金 ９:50集合
令和７年12月、令和８年１月
生まれ

母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

まきたまクラブ（要予約） 23日土 ９:30～12：00
妊婦（５～８か月までの安定
期の方）、パートナーや家族

母子健康手帳 健

ブックスタート 29日金 10:15～11:15 令和８年１月生まれ
母子健康手帳、バスタオル、
赤ちゃんが手に持つおもちゃ

子榛

さ

さ

さ

さ

相

相

さ

さ

さ

さ

さ

さ

志太榛原地域救急医療センター

▼所在地　藤枝市瀬戸新屋362－１（静岡県藤枝総合庁舎横）

▼診療時間　月～金曜日　午後７時30分～午後10時（年中無休）
　　　　　　＊土・日曜日は翌日午前７時まで。

▼診療科目　［月～金］ 内科・小児科
　　　　　　［土・日］ 内科・小児科（２日土、10日日、16日土、24日日、30日土の
　　　　　　　　　　 午後10時～翌日午前７時までは小児科のみ）

▼持ち物　保険証、各受給者証、服用中の薬　 ▼問い合わせ　☎054（644）0099

暖かくなってきましたね。新しく環境が変わった人は
休日に睡眠・栄養をしっかり取ってリフレッシュしましょう。

Ｍｅｓｓａｇｅ
お知らせ

５月の子どもの相談・健診・予防接種・講座

＊ 1歳６か月健康診査および３歳児健康診査は、対象年齢に達してから受診してください。

＊受診を希望する場合は、
　事前に電話をお願いします。静岡こども救急電話相談

子どもが急な病気で心配なとき、看護師や小児科医が電話で
アドバイスします。
毎日24時間利用いただけます。（年中無休）▲

＃8000……プッシュ回線の固定電話、携帯電話▲

☎054（201）9910……ダイヤル回線の固定電話、IP電話

会場／さ：健康福祉センターさざんか　　　相：相良保健センター　　子相：子育て支援センター相良「あそぼっと」
問い合わせ／健：健康推進課　☎㉓0024　　子榛：子育て支援センター榛原　☎㉒0174

＊榛原総合病院の救急外来につ

　いては、直接問い合わせくだ

　さい。 ☎㉒1131

５月の休日当番医
診療時間　午前９時～午後５時

＊都合により、休日当番医が変

　更となる場合があります。榛

　原医師会のホームページから

　も情報の確認ができます。

期日 開業医（榛南西部地区） 開業医（榛南東部地区）

３日祝 酒井内科医院　　　　　　　　　☎�1100 藤本クリニック　　　　　　　　☎㉔1200

４日祝 えのきだクリニック　　　　　　☎㉓3633 えんどうこどもクリニック　　　☎㉒7373

５日祝 あかほりクリニック　　　　　　☎�5555 かわしりこどもクリニック　　　☎㉝0555

６日水 サガラ眼科　　　　　　　　　　☎�2222 さかい耳鼻咽喉科医院　　　　　☎㉞1818

10日日 堀口外科医院　　　　　　　　　☎�5858 玉井整形外科医院　　　　　　　☎㉘6667

17日日 あかほりクリニック　　　　　　☎�5555 かわしりこどもクリニック　　　☎㉝0555

24日日 田形内科医院　　　　　　　　　☎�5320 こどもクリニックおおかわ小児科　　　☎㉜6789

31日日 座光寺医院　　　　　　　　　　☎�3206 藤本クリニック　　　　　　　　☎㉔1200

子相

５月の大人の健診・相談

ＮＯ．204

項目 期日 時間 会場 問い合わせ・申し込み

総合健康相談（心や健康のこと）
もの忘れ相談

随時 ９：00～11：00
相良保健センター

予約制
健康推進課　☎㉓0024

さざんか

体組成測定会 12日火 ９：00～11：00 さざんか

こころとねむりの相談会 随時 ８：15～17：00 さざんか

自死遺族面接相談
「すみれ相談」

随時 ８：30～17：00
静岡県精神保健福祉センター、
各健康福祉センター（西部、中部、
富士、東部、熱海、御殿場、賀茂）

予約制
静岡県精神保健福祉センター
☎054(286)9245自死遺族のつどい

「わかちあい　すみれの会」
問い合わせ先にご確認ください

ＨＩＶ抗体検査
問い合わせ先にご確認ください

予約制
中部健康福祉センター地域医療課
☎054(644)9273肝炎ウイルス検査

精神保健福祉総合相談 28日木 14:00～ 中部健康福祉センター（榛原分庁舎）
予約制
中部健康福祉センター福祉課
☎054(644)9281

高次脳機能障害医療等総合相談 問い合わせ先にご確認ください

不妊・不育専門電話相談

毎週火
（年末年始祝日休み）

10:00～19:00

静岡県不妊・不育専門相談センター
静岡県不妊・不育専門相談
センター　☎080(3636)3229毎週木、土

（年末年始祝日休み）
10:00～15:00

まきトレひろば
（からだを動かす通いの場）

７日木、11日🈷、
18日🈷、25日🈷

10：00～11：00

さざんか
どなたでも参加自由
健康推進課　☎㉓0024

７日木、12日火、
19日火、26日火 相良保健センター

１日金、８日金、
15日金、22日金、

29日金
相良いきいきセンター

どなたでも参加自由
相良いきいきセンター　☎�5768

�まきのはら
子育て総合
サイトから
各健診日程
が確認でき
ます
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待っています（広報紙の感想）

ＲＥＡＤＥＲＳ　ＶＯＩＣＥ

人のうごき（牧之原市の人口）

ＰＯＰＵＬＡＴＩＯＮ

トップページ（表紙のお話）

ＴＯＰ　ＰＡＧＥ

■人口　41,344人　（前月比－128人）

　（内外国人　2,869人）

　　　　男性　20,498人　女性　20,846人

　　　　出生　  ６人　死亡　 52人

　　　　転入　185人　転出　269人

　　　　そのほか　＋２人

■世帯数　17,511世帯 （前月比－４世帯）

令和８年３月31日現在（住民基本台帳人口）

読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、

牧之原市への思いなどを待っています。

〒421-0495　静波447番地１　秘書広報課

☎0040　Email:koho@city.makinohara.lg.jp

＊「そのほか」とは、転出を取りやめた人

や、外国人で在留期限が切れたため住民票

が消除された人などを数えています。

集まれ！まきのはらKIDS Kids

忘れないで（税の納付期限など）

ＴＡＸ　etc

インスタグラム

子育て世代に
役立つ情報
発信中！

▼▼

市ホームページ

元気なKIDS募集中！
オンラインで随時受付中です。
［対象となる子ども］
▶市内在住　▶応募時点で６歳未満
▶過去に「まきのはらKIDS」に掲載
　されていない

元気なKIDS募集中！

申込フォーム

５月の納期一覧

固定資産税　第１期　６月１日月
軽自動車税　全期　６月１日月
国民健康保険税　随期　６月１日月
後期高齢者医療保険料　随期　６月１日月
保育料　５月分　６月１日月
市営住宅使用料　５月分　６月１日月

３月に「ミラノ・コルティナ2026パラリンピ

ック冬季競技大会」が行われ、坂
さ か

下
し た

恵
え

里
り

選手

（勝間田区出身）が出場しました。坂下選手

は女子スノーボード競技に出場し、「スノー

ボードクロス」で８位、「スノーボードバン

クドスラローム」で７位と、２種目で入賞。

市では、日本代表として戦う坂下選手を応

援するために、市民や応援団とともにパブ

リックビューイングを開催しました。

イベント紹介

いこっと de おはなし会　５月９日土 午後２時～（20分程度）　
いこっとの読み聞かせコーナーで、おはなし会を行います。大型絵本や
紙芝居、手遊びをする楽しいおはなし会です。小さなお子さん大歓迎です。

移動図書館ひまわり号
巡回日程 ５月

巡回コースの詳細は、図書館ホームページでご覧くださ
い。巡回日時などが変更になる場合は、ホームページな
どでお知らせします。

［勝間田コース］５月12日火　［地頭方コース］５月13日水
［萩　間コース］５月19日火　［坂　部コース］５月20日水
［細　江コース］５月26日火　［相　良コース］５月27日水
［川　崎コース］６月２日火　［菅　山コース］６月３日水

図書交流館いこっとや文化の森図書館

いろ葉、移動図書館ひまわり号では、

お子さんや大人に向けたイベントや講

座を計画しています。市公式LINEや市

立図書館インスタグラムでお知らせし

ていますので、登録をお願いします。

図書館図書館
ホームページホームページ

公式インスタグラム公式インスタグラム
（@maki_lib_official）（@maki_lib_official）

図書館へ行こうよ Library Information

問い合わせ　社会教育課図書係　元木　☎㉓7007　　㉓7008　　lib@city.makinohara.lg.jpFAX

  �大災害からいのちを守る科学
の図鑑

  鎌田浩毅／著　幻冬舎
  文化の森図書館所蔵

「地震や津波、火山の噴火が起きたら
どうすれば良い？」「そもそも自然災
害はなぜ起きるの？」など、地球科学
の知識を学びながら、自分の命を守
るための行動を考えてみよう！

他にもたくさんの新着本があります。
詳しくは図書館ホームページの「あたらしく入った本」を確認してください。新 紹着 介本

  読書する脳
  毛内拡／著　SBクリエイティブ
  図書交流館所蔵

読書が「脳」に与える影響力を知っ
ていますか？読書が私たちの思考
力や想像力を高める驚きのメカニ
ズムを、最新の脳科学をもとに解
き明かします。積極的に本を読も
う！

利用者カードの更新をお忘れなく～有効期限は発行から５年間～
図書交流館「いこっと」がオープンして５年が経過し、当時発行した利用者カードが有効期限を迎
えます。有効期限が切れてしまうと、本の貸出や延長・マイページへのログインもで
きなくなります。更新手続きをすることで、期限を５年間延長することができます。
有効期限が近づきましたら、利用者カードと身分証明書（本人確認できる免許証やマイ
ナンバーカード）をご持参のうえ、カウンターへお申し出ください。ご自身の有効期限
は図書館ホームページのマイメニューで確認するか、カウンターでお聞きください。

岡
おかむら

村 心
み　お

桜さん（１歳）
令和７年３月３日生

毎日歌って踊って楽しいね♪

みおみおの人生に素敵な桜が

たくさん咲きますように☆

鈴
すず

木
き

 結
ゆ　な

菜さん（６歳）
令和２年３月27日生

ついに春から小学生！学校で

楽しい事、得意な事が沢山見

つかるといいね♪

長
ながさか

坂 紬
つ む ぎ

来さん（０歳）
令和７年６月１日生

ミモザに興味津々なつむぎく

ん。いろいろなものに興味を

持って元気に大きく育ってね。
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◆「マキコム」 ◆「ビタミンらぼ」公式
facebook

◆LINE公式アカウント

（ID : makinohara_city）

友だち追加は
こちらから！生活情報 ◆携帯メール配信「まきのはらTeaメール」

　makinohara-city@raiden2.ktaiwork.jp

◆同報無線テレフォンサービス

　☎0999（通話料がかかります）

＊�問い合わせの市外局番がない電話番号には、最初に「0548」を付けて発信してください。

工事・委託名 予定価格（税抜）落札価格（税抜） 落札率 落札業者

管 相良庁舎トイレ改修工事 3,910,000円 3,600,000円 92.07％ ㈱アクオリティー

建 細江東福田・中西地区排水ポンプ設備工事 18,130,000円 18,000,000円 99.28％ 電業社工事㈱　藤枝営業所

建 市道東萩間５号線交差点路線測量・詳細設計
業務委託 15,650,000円 13,980,000円 89.33％ 不二総合コンサルタント㈱

島田営業所

建 市道静波中央幹線用地測量物件調査業務委託 9,550,000円 9,100,000円 95.29％ ㈲二葉測量設計事務所

入札結果の公表－２月 管：管理検査課　建：建設課　　　　　　　　　　   問い合わせ　管理検査課　清水　☎�2602

 

募　
集

　
歴
史
、文
化
、生
活
な
ど
の
興
味・

関
心
の
あ
る
分
野
を
、
学
級
生
自
ら

計
画
を
立
て
学
習
し
ま
す
。
令
和
７

年
度
の
学
習
例
は
、
歴
史
講
話
、
老

化
防
止
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ボ
ッ
チ
ャ
、

シ
ー
グ
ラ
ス
体
験
な
ど
で
す
。

期
間
・
回
数　
５
月
〜
令
和
９
年
３

月
（
月
１
回
程
度
）

日
時　
平
日
昼
間
（
午
前
９
時
30
分

か
ら
２
時
間
程
度
）

会
場　
榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か
市

内
公
共
施
設

［
開
講
式
］　

日
時　
５
月
21
日
木　
午
前
9
時
30

分会
場　
榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー　
３
階

大
会
議
室

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

定
員　
60
人

参
加
費　
無
料
（
材
料
費
な
ど
は
自

己
負
担
）

申
込
期
限　
５
月
11
日
🈷

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

直
接
申
し
込
む
。

申
込
先　
榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー

山
本　
☎
（
23
）
０
０
０
２

　
（
23
）
０
０
９
８

日
時　
▼
貝
殻
細
工
工
作
＝
６
月
13

日
土
▼
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
＝
令
和
９

年
１
月
23
日
土
▼
花
の
寄
せ
植
え
＝

３
月
６
日
土

会
場　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
相
良

「
あ
そ
ぼ
っ
と
」　
小
学
生
コ
ー
ナ
ー

対
象　
市
内
小
学
生

定
員　
各
回
５
人

参
加
費　
１
０
０
円

申
込
期
間　
各
回
前
月
１
日
～

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申
し

込
む
。

申
込
先　
あ
そ
ぼ
っ
と

☎
（
52
）
５
８
０
８

　
榛
原
歯
科
医
師
会
所
属
の
市
内
歯

科
医
院
で
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

会
場　
市
内
歯
科
医
院

対
象　
満
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が

20
本
以
上
あ
る
市
民

参
加
費　
無
料

申
込
期
間　
５
月
１
日
金
〜
30
日
土

申
込
方
法　
市
内
歯
科
医
院
へ
直
接

申
し
込
む
。

問
い
合
わ
せ　
榛
原
歯
科
医
師
会

☎
（
22
）
１
５
１
１

業
務
内
容　
小
・
中
学
校
の
給
食
調

理
業
務
補
助
（
吉
田
町・牧
之
原
市：

榛
原
地
区
）

勤
務
時
間　
午
前
８
時
〜
午
後
４
時

（
応
相
談
）

＊
休
日
は
、土・日
曜
日
、祝
日
な
ど
。

募
集
人
数　
若
干
名

資
格　
特
に
な
し

給
与　
時
給
１
２
７
０
円

賞
与　
あ
り

募
集
期
間　
随
時
受
付

申
込
方
法　
「
会
計
年
度
任
用
職
員

登
録
申
請
書
兼
登
録
票
」
を
提
出
す

る
。
＊
「
申
請
書
兼
登

録
票
」
は
、
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
先　

吉
田
町
牧
之
原
市
広
域
施
設
組
合
事

務
局（
細
江
６
６
６
４
番
地
３
）　

問
い
合
わ
せ　
吉
田
榛
原
学
校
給
食

共
同
調
理
場　
☎
（
32
）
１
７
５
０

　
カ
ヌ
ー
漕
艇
や
海
釣
り
な
ど
の
自

然
体
験
を
行
い
、
他
家
族
と
交
流
し

な
が
ら
過
ご
す
こ
と
で
、
家
族
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
６
月
６
日
土　
午
前
10
時
〜

７
日
日　
午
前
11
時
35
分（
１
泊
２

日
）

会
場　
県
立
焼
津
青
少
年
の
家
、
小

川
港
周
辺
海
域
、
ふ
ぃ
し
ゅ
ー
な
な

ど内
容　
▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
▼
海

洋
活
動
（
カ
ヌ
ー
体
験
）
▼
フ
ァ
ミ

リ
ー
タ
イ
ム
▼
海
釣
り
体
験

対
象　
家
族
（
全
15
家
族
程
度
）

＊
子
ど
も
は
３
歳
以
上
。

費
用　
▼
小
学
生
以
上
＝
３
８
０
０

円
程
度
▼
３
歳
～
小
学
校
入
学
前
＝

３
３
０
０
円
程
度
（
幼
児
食
の
対
応

あ
り
。
金
額
は
変
更
）。
＊
宿
泊
費
、

食
費
、
保
険
料
、
シ
ー
ツ
代
を
含
む
。

別
途
、
活
動
費
が
必
要
。

申
込
期
間　
５
月
１
日
金　
正
午
〜

11
日
🈷　
午
後
１
時

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
む
。

▼
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
▼
家
族

単
位
で
の
申
し
込
み
▼
カ
ヌ
ー
の
乗

船
は
、
３
歳
～
小
学
校
入
学
前
の
幼

児
１
人
、
小
学
１
〜
３
年
生
２
人
に

対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
大
人
１
人
の
乗
船

必
要
▼
釣
り
竿
は
１
家
族
２
本
ま
で

問
い
合
わ
せ　
県
立
焼
津
青
少
年
の

家　
☎
０
５
４（
６
２
４
）４
６
７
５

お 

知 

ら 
せ

　
６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
市

内
の
事
業
所
を
対
象
と
す
る
「
令
和

８
年
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
内
容
は
統
計

法
に
基
づ
き
、秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
事
業
所
に
は
、
４
月
中
旬
に

国
か
ら
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
解
答
用

調
査
書
類
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

回
答
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
確

認
で
き
な
い
場
合
は
、
調
査
員
が
訪

問
し
、
改
め
て
調
査
書
類
の
配
布
を

し
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
政
策
課　
藤
巻

☎
（
23
）
０
０
４
５

　
市
指
定
の
実
施
機
関
で
人
間
ド
ッ

グ
な
ど
を
受
診
す
る
場
合
、
最
大

２
万
円
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
受
診
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。
助
成
対
象
の

条
件
や
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
榛
原
庁
舎
国
保
年
金
課

ま
た
は
相
良
庁
舎
市
民

課
②
番
窓
口
に
直
接
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
請
す
る
。

問
い
合
わ
せ　
国
保
年
金
課　
三
橋

☎
（
23
）
０
０
２
３

　
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
所
有
す
る

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
利
用
で

き
ま
す
。
更
新
の
人
に
は
、
３
月
下

旬
に
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
新

規
に
申
請
す
る
人
は
、
申
請
先
の
窓

口
に
あ
る
申
請
書
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
減
免

で
き
な
い
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
自
動
車
検
査
証
、
運
転
免
許

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド

＊
障
が
い
の
等
級
に
よ
っ
て
は
、
適

用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
分

か
ら
な
い
場
合
は
事
前
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
＊
減
免
は
１
人
に
つ
き

車
両
１
台
で
す
。
普
通
自
動
車
と
軽

自
動
車
の
両
方
は
減
免
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
先　
▼
榛
原
庁
舎
＝
税
務
課
収

納
管
理
係
▼
相
良
庁
舎
＝
市
民
課
相

良
窓
口
係

申
請
期
限　
５
月
25
日
🈷

問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
収
納
管
理

係　
☎
（
23
）
０
０
２
２

　
身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
重
度

も
し
く
は
中
度
以
上
の
障
が
い
や
疾

患
の
あ
る
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
監

護
養
育
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、

ま
た
は
養
育
者
に
特
別
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
受
け
ら
れ
な
い
人
＝
▼
対
象
児
童
、

父
母
ま
た
は
養
育
者
が
日
本
国
内
に

住
ん
で
い
な
い
と
き
▼
対
象
児
童
が

障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
▼
対
象

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
と
き

対
象
・
資
格　
20
歳
未
満
の
障
が
い

や
疾
患
の
あ
る
子
ど
も
を
監
護
・
養

育
し
て
い
る
人

支
給
月
額　
▼
１
級
＝
５
万
８
４
５

０
円
▼
２
級
＝
３
万
８
９
３
０
円　

＊
令
和
８
年
4
月
に
改
定
。
＊
前
年

の
所
得
が
限
度
額
以
上
の
人
は
、
８

月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
支
給
停
止
さ

れ
ま
す
。

提
出
書
類　
認
定
請
求
書
、
指
定
の

診
断
書
、
障
害
者
手
帳
な
ど　

＊
申
請
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
社
会
福
祉
課　
障
害
者
支

援
係　
☎
（
23
）
０
０
７
２

　
市
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦

没
者
な
ど
の
御
霊
に
対
し
て
、
追
悼

の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族

の
ご
苦
労
に
対
し
て
深
い
敬
意
を
表

し
、
ま
た
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
た
め
、
令
和
８
年
度
戦
没
者
戦

災
死
者
追
悼
式
を
実
施
し
ま
す
。

　
追
悼
式
で
は
、
戦
没
者
な
ど
ご
遺

族
や
参
列
者
の
皆
様
に
献
花
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
式
典
終
了

後
に
は
講
演
を
実
施
予
定
で
す
。

日
時　
５
月
22
日
金　
午
前
10
時
〜

正
午

会
場　
い
〜
ら　
ホ
ー
ル

申
込
方
法　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課　
若
杉

☎
（
23
）
0
0
7
0

　
「
こ
ど
も
食
堂
」
と
は
、
食
事
を

提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
同

士
や
子
育
て
中
の
親
同
士
、
ま
た
は

地
域
の
大
人
と
つ
な
が
る
居
場
所
で

す
。

　
市
で
は
、
こ
ど
も
食
堂
実
施
団
体

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
新
た
に
実
施
を
検
討
し
て
い
る

団
体
や
興
味
が
あ
る
団
体
は
、
随
時

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
付
条
件　
▼
年
間
６
回
以
上
の
実

施
▼
１
回
の
実
施
時
間
が
２
時
間
以

上
、
10
食
以
上
の
食
事
を
提
供
▼
適

切
に
周
知
し
、
こ
ど
も
の
十
分
な
参

加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
▼
食
中
毒
な

ど
に
適
切
に
対
応
で
き
る
こ
と
な
ど

補
助
金
額　
１
回
実
施
に
つ
き
上
限

２
万
円
（
年
間
上
限
24
万
円
）

＊
補
助
率
10
分
の
10
。

問
い
合
わ
せ　
福
祉
相
談
課　
こ
ど

も
家
庭
係　
☎
（
23
）
０
０
８
６

　
市
で
は
、
市
内
で
新
し
く
事
業
を

始
め
る
人
を
補
助
す
る
た
め
に
、
創

業
支
援
事
業
補
助
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
補
助
対
象
は
申
請
後
に
事
務
局

で
審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。
補
助

対
象
と
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
要
件
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

商
工
企
業
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象　
補
助
金
の
交
付
決
定
後

に
実
施
し
た
事
業　
＊
事
前
に
購
入

し
た
物
品
や
経
費
に
つ
い
て
は
、
補

助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

対
象　
▼
本
年
度
中
に
創
業
す
る
こ

と
が
確
実
で
具
体
的
な
計
画
を
有
し

て
い
る
人
▼
創
業
後
２
年
以
内
の
人

補
助
率　
事
業
を
開
始
す
る
た
め
の

費
用
の
う
ち
３
分
の
２
以
内
で
、
上

限
50
万
円
（
空
き
店
舗
を
借
り
る
場

合
は
上
限
70
万
円
）

申
込
方
法　
市
商
工
会
が
開
催
す
る

「
創
業
塾
」
と
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
デ
ス
ク
「
ま
き
サ
ポ
」
の
受
講
が

必
要
で
す
。

申
込
期
限　
８
月
14
日
金　
＊
先
着

順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　
商
工
企
業
課　
商
工

振
興
係　
☎
（
53
）
２
６
４
７

　
静
岡
県
が
現
在
の
よ
う
な
形
で
ス

タ
ー
ト
し
た
の
は
、
1
8
7
6
（
明

治
９
）
年
８
月
21
日
。
明
治
９
年
４

月
の
足
柄
県
廃
止
に
伴
い
、
同
年
８

月
21
日
に
浜
松
県
と
静
岡
県
が
合
併

し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
静
岡
県

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
静
岡
県
誕
生
1
5
0
周
年

で
す
。
こ
の
こ
と
を
記
念
し
て
、
県

は
県
民
の
皆
さ
ん
に
静
岡
県
の
素
晴

ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
た
だ
き
、

本
県
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
、
ふ
る
さ
と
・
静

岡
県
の
誕
生
日
を
一
緒

に
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

県
企
画
部
広
報
戦
略
課　

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
２
２
３
１

　
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か　
児
童
福
祉

週
間
」
は
、
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
、
こ
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環

境
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
各
地
で
啓

発
事
業
や
行
事
を
行
う
期
間
で
す
。

　
県
内
で
も
、
５
月
５
日
か
ら
11
日

を
中
心
に
、
児
童
福
祉
の
理
念
の
普

及
・
啓
発
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
地
域
で

こ
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
支
え
ま

し
ょ
う
。

　
静
岡
県
子
育
て
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ふ
じ
さ
ん
っ
こ
☆
子
育
て
ナ
ビ
」

で
は
、
子
育
て
に
関
す

る
情
報
や
相
談
窓
口
を

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン　
〜
い
こ
う
ぜ
！

み
ん
な　
キ
ラ
キ
ラ
の
あ
し
た
へ　

ゴ
ー
ゴ
ゴ
ー
！
〜

問
い
合
わ
せ　
県
健
康
福
祉
部
こ
ど

も
未
来
課

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
３
５
４
６

　
自
動
車
税
は
、
６
月
１
日
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。
自
動
車
税
は
毎

年
４
月
１
日
現
在
、
運
輸
支
局
に
登

録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者

（
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
自
動
車
で
売

主
が
所
有
権
を
留
保
し
て
い
る
も
の

は
買
主
で
あ
る
使
用
者
）
に
対
し
て

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
５
月
中
旬
ま
で
に
自
動
車

税
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
人
（
軽

自
動
車
は
除
く
）
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　
令
和
８
年
１
月
か
ら
自
動
車
税
問

い
合
わ
せ
専
用
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を

導
入
し
ま
し
た
。
自
動
車
税
に
つ
い

て
不
明
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

３
６
５
日
24
時
間
い
つ

で
も
質
問
が
で
き
る
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限　
６
月
１
日
🈷

問
い
合
わ
せ　
藤
枝
財
務
事
務
所

課
税
課　
課
税
第
１
班　

☎
０
５
４
（
６
４
４
）
９
１
２
２

　
基
地
を
一
般
開
放
し
、
航
空
機
の

展
示
飛
行
や
地
上
展
示
な
ど
を
行
い

ま
す
。
展
示
飛
行
に
は
同
基
地
保
有

の
Ｔ-

７
初
等
練
習
機
や
各
基
地
の

戦
闘
機
お
よ
び
輸
送
機
な
ど
が
参
加

し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
静
浜
基
地

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
24
日
日　
午
前
８
時
〜

午
後
３
時

会
場　
航
空
自
衛
隊
静
浜
基
地
（
焼

津
市
上
小
杉
１
６
０
２
番
地
）

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊　
静
浜

基
地　
渉
外
室

☎
０
５
４
（
６
２
２
）
１
２
３
４

令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

牧
之
原
市
生
涯
学
習
中
央

セ
ミ
ナ
ー
学
級
生
を
募
集

市
内
で
新
し
く
事
業
を
開

始
す
る
人
を
補
助
し
ま
す

令
和
８
年
度
８
０
２
０
コ

ン
ク
ー
ル
参
加
者
を
募
集

学
校
給
食
共
同
調
理
場
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

焼
津
青
少
年
の
家
「
エ
ン

ジ
ョ
イ
家
族
」
を
開
催
！

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
た

め
の
特
別
児
童
扶
養
手
当

こ
ど
も
食
堂
実
施
団
体
へ

の
補
助
金
活
用
に
つ
い
て

５
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で

は「
児
童
福
祉
週
間
」で
す

ホームページホームページ

ホームページ ホームページ

ホームページ

国
保
・
後
期
の
方
へ
人
間

ド
ッ
グ
助
成
申
請
受
付
中

牧
之
原
市
戦
没
者
戦
災
死

者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

チャットボットホームページ

ホームページ

令
和
８
年
は
静
岡
県
誕
生

１
５
０
周
年
の
年
で
す
！

自
動
車
税
は
必
ず
６
月
１

日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

「
静
浜
基
地
航
空
祭
２
０

２
６
」
を
開
催
し
ま
す
！

「
あ
そ
ぼ
っ
と
」小
学
生
体

験
教
室
の
参
加
者
を
募
集

FAX
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vol.295

令
和
８
年
４
月
15
日
発
行

編
集　

牧
之
原
市
企
画
政
策
部
秘
書
広
報
課

〠
４
２
１
‐
０
４
９
５

静
岡
県
牧
之
原
市
静
波
４
４
７
番
地
１

☎
０
５
４
８
（
23
）
０
０
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w
w
.city.m

akinohara.shizuoka.jp
Ｅ

メ

ー

ル　

koho@
city.m

akinohara.lg.jp

輝け!未来

人の成長に関わることのできる教師が夢
記憶に残る人になる
私の夢は、教師になることです。それは、小、中学生の童心のあり方を左

右する大事な仕事だからです。先生から教えてもらった正しい記憶は子供

の道しるべの一つになると思っています。人の成長に関わることができる

ところに、そんな教師の魅力を感じます。今、私は、先生方や地域の皆さ

んにたくさんの正しい記憶をもらって、経験を積んでいる最中です。

渥
美
　
宗
熙
さ
ん

あ
つ
み
・
そ
う
き　
　
　

相
良
中
学
校
３
年


